
■

9
`
9

中
世
ド

イ

ツ

の

国
王

選
拳
と

多
数
決
原
理

町

田

蓉

斗

■

秀

下

イ

ツ

王

国
は
フ

ラ

ン

ク

三

園
の

分

身

と

考
へ

ら

れ
た

が
､

西

歴

九
一

一

年

カ
ロ

リ

ン

グ

王

耗
の

断
絶

を

横

倉

に
､

純

世

襲

制
を

厳
し

て
､

選

畢
三

部
を

確
立
し

た
｡

惟
う

に

カ

ー

ル

大

帝
の

如

く
､

カ
を

以

て

他
の

種

族
を

征

服
し

て
､

国
家
の

統
一

を

完

遂
し

た

場

合
に

は
､

支

配

関
係

が

直
に

溝

律

囲
係
と

な
つ

て
､

国

内
の

秩

序
が

維

持
さ

れ
る

が
､

種

族
の

い

わ

ば

寄
合

世

帯
で

あ
つ

た

ド

イ

ツ

に

於

て

は
､

一

種
族
の

耗
冬

着
が

他
の

種
族

を

も

支

配

す
る

港

的

硯

接
を

放
い

て

い

た

し
､

軽
族

相

互
の

調

和

が

中
々

困

難
で

あ
つ

た

か

ら
､

秩

序
の

維

持
に

何
等

か

特
別
の

方
港

が

講
ぜ
ら

れ

ね

ぼ

な

ら

な

か

つ

た
｡

そ

こ

で

と

ら

れ
た

の

が

統
率

者
を

選

挙
に

依
つ

て

定
め

る
､

と

言

う
ゲ

ル

マ

ン

甘

木
の

方
港
で

あ
つ

た
｡

給
し
､

一

〇

七

七

年
フ

ォ

ル

ヒ

メ

ハ

の

諸
侯
合

議
で
､

宣

言
さ

れ
た

よ

う

な
､

針

由

邁

拳
は

稀

に

し

か

行

わ

れ

な
か

つ

た
｡

闊
王
の

勢
威

大

な
る

時
に

は
､

世

襲

制

と

茸
質

的
に

同

じ

数
果
を

衆

す
方

法
が

眈
に

早
く

か

ら

試

み

ら

れ

た
｡

王

は
､

或
は

東
口

ー

マ

の

副

帝
の

制
度
に

放
つ

て
､

衣
位
中

に

英

子

を

副
王

と

し

て

径

縫
者
に

預

一
r

定
し

た

り
､

或
は

候

締
着
を

指
定

(

賢

者
口

邑
｡
)

ん

て

其
選

立

を

諸
侯
に

預

約
せ

し

め

た

り

し
■
た
｡

然
し

諸
侯
も

亦
血

絞
を

重

蔵
し

た

か

ら
､

事
項

上
､

■
王

朝
は

経
緯
し

た
｡

ザ

ク

セ

ン

家
か

ら

ザ
リ

ー

家
へ

(

一

〇
二

周

年
)

久
ザ
リ

ー

家
か

む
シ

ュ

ダ

ウ

フ

エ

ン

家
へ

(

一

一

五

二

年
)

と
+

三

朝
が

移
つ

た

際
に

も

射

戚
関
係
を

辿
つ

て

い

る
｡

新
し

て

十
三

世

紀

中

葉
迄
は

世

襲

制
と

選

馨
制
と

が

特

異
の

形
で

待

合
し

て

い

た

が
､

大

空

位

時

代

(

一

二

五

〇

-
一

二

七

三

年
)

を

境
と

し

て
､

所

謂
選

峯
侯
時

代

町

入
る

や
､

ハ

ブ

ブ
ス

ブ

ル

ク

家
､

ヴ

ュ

ク

セ

ン

ブ

ル

ク

家
､

ゲ

イ

タ

チ

ル

ス

バ

ハ

家
の

各
主

か

ら
､

交
互

に

候

椅
暑
が

選
ぼ

れ

て
､

国
王

に

選

立
さ

れ
た
｡

そ

し

て

又

十
五

世

紀

中

葉
に

は
ハ

ッ

ブ

ス

ブ

ル

ク

家
の

世

襲
と

な
つ

て

し

ま
つ

た
｡

恭
し

い

づ

れ
の

場

合
に

於
て

も
､

形

式

的

に

は

常
に

逆

巻
に

よ

つ

て

即
位

す
る

を

原

則
と

し
■た
｡

た

と
へ

事

賓
上

は

頼

綾
で

あ
つ

て

も
､

支

配

者
た

る

港

的
地

位

は

選

単
に

よ

つ

て

和
め

て

奥
へ

ら

れ
た

の

で

あ
る
｡

中

世
ド

イ
ツ

の

飼
主

邁

畢
と

多

数
決

原
理

卓∂3
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一

橋

論

叢

啓
二

十
四

番

葬
四

境

と

こ

ろ
が

中

世

ド

イ

ツ

の

国
王

は
､

同

時
に

又
､

神
聖
ロ

ー

マ

帝
国
の

皇

帝
で

も

あ
つ

か

か

ら
､

皇

帝
と

し

て

の

冠

を

授
け

る

ロ

ー

マ

教

皇
は

勢
ひ

ド

イ

ツ

国

王
の

選

轟
に

大

き

な

関
心

を

も
た

ざ
る

を

得

な
か

つ

た
｡

既
に

叙
任

棒
の

争
の

時
､

グ

レ

ゴ

=
ノ

ウ

ス

七

世

は
､

ド

イ

ツ

に

射
し

て
､

院
王

駿

位

模
､

二

重

邁

垂
の

仲

裁

樺
､

遵

奉
の

籍

其
の

｢甘
芸
仲

樺
隼
を

立

並
し

た

が
､

爾
衆

歴

代
の

教
皇
は
､

横

合
あ

る

毎
に
､

国

王

選

蓼
に

干

渉
し

た
｡

従
つ

て
､

教
皇
の

不

嘗
な

干

渉
を

排

除

す

る

馬

に

も
､

教
皇
の

審
査

に

合

格
す
る

麓
に

も
､

邁

拳
の

事

績
方

式
を

整
備
し

て
､

合
法

性

を

立

挺
す
る

必

要
に

迫
ら

れ
た

が
､

嘗

然
カ

ノ

ン

態
の

影
響
を

蒙
ら

ざ

る
･
を

得

な

か

つ

た
｡

然
し

夫
と

相
並

ん

で

選

馨

横
着
の

範

国
が

次

第
に

縮
少
き

≠
､

特
定
の

選

峯
侯

＼

が
確

定
し
､

遂

に

選

馨
侯
囲
が

成

立
し

た

が
､

夫
に

伴
つ

て
､

選

挙
の

方

式
も

亦

磨
ら
.
ざ

る

を

得

な

か
つ

た
｡

こ

う
し

た

制
度

的

登
展
の

間
に
､

ロ

ー

マ

的

藷

律
意

識
が

ゲ

ル

マ

ン

的

鴇

律
意
識
の

問
に

侵

入
を

試
み

る

の

で

あ
る
｡

初

は

之
を

排
撃
し

た

が
､

塩

て

之

と

妥

協
し
､

遂
に

之

に

克
服

き

れ
る
｡

邁

拳
の

方
改
も
､

初
は

重

合
一

致
を

原

則

と

し

た

が
､

蓬

に

多
数
終

原
理

を

認

め

ざ
る

を

得

な

く

な
る

の

で

あ

る
｡

4 う4

(

註
一

)

ド

イ

ツ

国
王

は
､

全
国
民
か

ら

全

合
一

致
で
､

選
ぼ

れ

る

こ

と

を

建
前
と
し

た

が
､

古

代

ゲ
ル

マ

ン

の

民
倉
の

決

議
方
法

と

同

じ

く
､

有

力
者
が

先
づ

提

案
し
､

民
衆
は

唯
i

之
に

同
意

(

く
｡
】

-

w
｡

1

こ

を

輿
う
る

に

止
つ

た
｡

然
し

こ

う

し

た

形
で

の

民

衆
の

参
加
も
､

一

〇

(

註
ニ

)

二

四

年
の

コ

ン

ラ

ー
l

二
一

世
の

避
寒
を

最
後
と
し

て
､

其

後
は

聖

俗
の

公

僕
伯
の

み
が

参
加
し
､

民
衆
は

唯
-

選
畢
の

結
果
の

布
告
に

封

し

て

歓
呼
の

聾
を

奉
げ

る

に

過

ぎ
な

く
な

つ

た
｡

夫

と

共
に
､

直
接
に

選
挙
に

参
加

す
る

有
力
者
の

範
囲
も
､

次
第
に

狭
く

な

り
､

然
か

も

其
中
に

あ
つ

て
､

現

賓
に

投

票
す
る

者
と

同

意

を

輿
へ

る

に

止

る

者
と

が

別

れ
て

衆
た
｡

期
し

て

漸
く

十

二

世
紀
頃
か

ら

選
畢
の

方

式

が

垂
つ

て

来

た

が
､

時
代
の

政

治

的
思

想
的
影

響
を

受
け
て
､

十

三

世
紀
中

葉
と

十

四

世

紀
中

葉
に
､

著
し

き

欒
化
が

起
る

の

で

あ
る
｡

(

謀
三
)

従
つ

て

選
撃
方

式
の

撃
退
は

之

を

三

朝
に

分
つ

こ

と
が

出

来
る

で

あ

ら

う
｡

㌔

r

､

叩
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第
一

期

十

三

世
紀
中

葉
ま
で

此

斯
に

は

遵
奉
手

績
は

前
後
の

二

段

に

分
た
れ

た
q

ザ

ク

セ

ン

法

鑑

(

警

告
2

ロ

旦
2

琶
)

の

ぎ
1

已
e

コ

と

E
2

S

e
-

}

と
が

之
に

首

る
｡

一

､

ぎ
1

e
-

昌
(

ぎ
→

書
E
)

は

候
補
者
一

名
を

決

定
す
る

為
の

い

わ

ぼ

事
前
の

打
合
で

あ

る
｡

先
王

に

依
つ

て

候
補
者
が

既
に

｢

指

定
+

(

計
s

荘
コ

旨
○
)

さ

れ

て

い

る

場
合
に

は
､

之
の

必

要
が

た

い

か

ら
､

直
に

本
選
畢
に

入
る

が
､

然
ら

ざ

る

場
合
に

は
､

溌
つ

此

下

相

談
で
､

諸
侯
の

意

見

㌢
つ

に

ま

と

め

｢

全

部
の

者
の

票
を

三
に

統
合
+

(

萱
g
e

完
｡

喜
旨

r

邑
P

旨

亡

ヨ
一

旦
し

な

け

れ

ぼ

た

ら

ぬ
｡

然
し

投

票
を

し

て

多

数
決
で

事
を

決

す
る

の

で

は

た

く
し

て
､

互

に

話

合
う

問
に

妥

協
が

行
わ

れ

て
､

仝
合
二

致
の

形
で
､

候
補

者
が
一

名

決

定
す
る

の

で

あ

る
｡

従
つ

て
､

初
か

ら

見
解
を

異
に

す
る

者
は
､

出

席
し

た

い

し
､

論
争
の

問
に

自
説
が

通
り

そ

う

も

た

い

と

見
極

め

を

つ

け

る

と

還
場
し
､

後
に

環
つ

た

者
だ

け
で
､

李

竺
致
の

雷
が

行
わ

鵬

撃

然
し

映
席

去
り

蓬
し

た

り

し

て

も
､

投
票
の

権
利
を

失
う
の

で

は

た

い

か

ら
､

之

等
反
封

意

見
の

者
は
､

場
合
に

ょ

つ

て

は
､

他
の

場
所
､

他
の

時
に
+

他
の

候
補
者
(

所

謂

封

立
王

G
e

篭

居
鼻
)

を

逆
立

す
る
｡

其
結
果
､

所

謂

｢

ニ

重

選
挙
+

(

N

弓
訂
村

且
と

た

る

こ

と

が

塵
主

空
ノ

た
｡

か

か

る

場

合
に

は
､

之
等
二

人
の

王

は

武
力
に

訴
へ

て

事
を

決

す
る

か
､

或
は

教
皇
に

訴
へ

て
､

其
裁
定
に

ょ

つ
.
て

問
題
を

解

決
す

る
｡

二
､

打

訂
∽

e
}

ェ
賢
ユ

は

本
選
蓼
で

あ

る
｡

有
力
た

諸
侯
が
一

人
づ
つ

前
に

進
み

出
て
､

既
に

指
定

(

賢

者

邑
互

又

は

事
前
の

打

合
(
i

→

邑
昌
)

で

確
定

し

て
■
い

る

一

名
の

候
補
者
を

｢

名
指
し

て

投
票
す
る
+

(

夏

日

賀
e

臼

杵
-

①
∽

①

竜
此

｢

厳
か

た

選

聖
書
+

(

琵
e

ユ
i

已

重

臣
詔
七

⊇

邑
は
､

元

素
は

戴
冠

式
の

司

舎
者
マ

イ

ン

ツ

(

冒
i

邑
の

大

司

教
と

其
補
佐
役
た

る

ー

¶

主
ル

(

ゴ
賢
)

と
ル

ン

紀
(

巳
-

已
の

二

大
司

教
に

ょ

つ

て

先
づ

行
わ

れ
､

蹟
い

て

其

他
の
+

聖

界

諸
侯
が

進
み

出
て
､

夫
か

ら

俗
界
諸
侯
と

言
う

順
序
だ

中

世
ド

イ
ツ

の

国
王

選

馨
と

多

数
鉄

原
理

4 5 ∂

●

､
t

∴

′
=〆
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一

橋

論

叢

第
二

十
四

巷

夢
四

凍

っ

た

ら

し

い

が
､

俗
界
諸
侯
の

羞
違
族
公

達

曾
ヨ
2
e

賢
者
)

と
フ

ァ

ル

ツ

伯
(

ぜ
雪
〇

で

雪
た
｡

警
に

此

｢

最

初
に

投

挙
る

着
+

(

賢
2

n

P

n

d
2

昌
且
の

数
が

歪
に

限

誉
れ
て

讐
､

十

三

世
紀
中

葉
に

墓
俗
各
三

名
づ

つ
､

蔓
ハ

名
の

諸
侯
と

至
た
｡

そ

し
て

之

等

量
選
馨
人
の

個
別

的
選

誓
書

慮
っ

た

後
で
､

票
の

他
の

侯
伯
が

同

意

(

0
0

完
日
払

邑
を

輿
へ

た
｡

之

墓
誌
別
的

宗
わ

れ

た

ら

し
い

が
､

十

二

三

世

雲
に

は
､

拍
手

喝
采
の

形
で

持
つ

七
行
わ

れ

る

よ

う

に

至
た
｡

第
二

期

十

三

世
紀
中

葉
か

ら

十

四

世
紀
中

葉
ま
で

十

三

世
紀
中
葉

讐
に

七

名
の

選
奉
侯
(

賢

亭

首
巴
2
0
叶

○

旦
が

確

定
し
､

警
之

等
が

選

震
圏

(

賢
ユ
叩

守

旨
賢

-

昏
m
)

と

言
う

法

人
的
溌
-

警
草
書
に

た

る

と

共
に
､

貰
事

情
の

影

響
を

受

誓
､

墓
の

方
式
に

大

き

姦
袋
起
つ

た
9

事

績
が

雷
の

二

琵
分
れ

る

言
と
､

前

髪
｢

指
名
+

(

…
i

邑
i

O

)

が

候
補
者

決

定
の

慧
打

合
で

空
こ

と

と
は
､

第
一

期
と

同

様
で

雪
｡

と
こ

ろ

が

後
段
の

｢

投

票
+

(

e
-

e

至

芸
て

は
､

個
別

的

芸
窟
止

克
て
､

選

農
高
が

仲
間
の
一

人
に

投

票

芸
任

し
､

此

者
が

｢

絶
て

の

選

震
の

委
任

と

名

に

警
去
昌

星
P
-

2

2
-

星
口
2

0

邑
旨
e

ぎ
旦
投

票
を

掌
ノ

と
.と
に

告
た
｡

此

新
し

い

方
法

昔
時
既
に
､

敦

彗
司

教
の

葦
に

於
て

行
わ

れ

て

い

苧
三

言
の

二

人
に

よ

る

投

票
+

(

e
-

e
O

t
i

〇

.

胃
亡

喜

色
と

軌
を

左
す
る

と
こ

ろ

か

ら
､

カ

ノ

ン

法
の

楷

受
か

否
か

が

問
題
と
さ

れ

た

こ

と

が

あ

る
｡

第
三

期

十

四

世
紀
中

葉
以

後

､

-

人

造
票
を

委
任

す
る

方
式
は

三

実
年
の

カ

ー

ル

四

世
(

空
Ⅰ

く
･

)

の

要
の

際
に

は

葦
行
わ

れ

ず
､

其

際

行
わ

れ
た

新

し

い

方
式
が

=
ニ

票
年
の

金
印

勅
書

(

G
O

岩

昌

…
吉
=
2

)

で

成
文

讐
れ
､

十

八

世
紀
迄
､

警
最
後
の

神

聖

7･
マ

景
フ

ラ

ン

ッ

二

世
(

冒
昌
)

の

遥
饗
の

時
(

右
九

二

年
)

進

行
わ

窪
｡

此

新
し
い

方

式
は

葦
手

績
を

二

段
に

分
た

ず
､

喜
一

警
義

4∂β
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も
一

人

虹

技

票
を

委

任

す
る

方

式
も

屡
止

し

て
､

多

数
決

原

翌

を

採
用
し

て

い

る
｡

即
ち

マ

イ

ン

ツ

の

大

司
教
の

間
に

勤
し

て
､

ト

リ

エ

(

註
六
)

ル

の

大

司

教
以

下

六

名
の

遥
拳
候
が
一

人
づ

つ

一

定
の

順

序
で

答
へ

た

後
で
､

最
後
に

マ

イ

ン

ツ

の

大

司

教
が

投

票
し

た
｡

従
つ

て

六

名

の

賛
香
が

同

数
と
な

つ

た

時
に

は
､

マ

イ

ン

ツ
.
の

大

司

教
の

層
祈

が

決

定
投

票
と
た

つ

た

わ

け
で

あ

る
｡

以

上
が

中

世
に

於
け

る

国
王

選
馨
の

方

式
の

概
要
で

あ
る

が
､

更
に

個
々

の

遵
奉
を
､

年
代

順
に

検
討
す
る

こ

と
に

ょ

つ

て
､

歴

史
的

裏
付
を

た

し
つ

つ
､

其
問
に

如
何
に

し
て

ゲ

ル

マ

ン

法

的
全

合
一

致
の

原

則
に

代
つ

て

ロ

ー

マ

法

的
多

数
原
理
が

確
立
さ

れ

て

缶
つ

た

か

を

明
に

し

た

い
｡

(

註
一

)

町

田

安
秀

｢

指

導
者
原
理

の

音
義
と

其

歴

史

的

背
景
+
､

一

橋
論

叢
第
四

巷

餐
二
一

旗
四

四

京

蓼
頗
｡

(

鼓
二
一

〕

試
口

元
e
-

}

ロ

巴
岩
-

望
e

d
e

已
胃

訂
■
河
缶

ロ
i

g
∽

司

旨

:
m

c

｡

召
岳
-

已
-

∽

C

巴
-
(

昌

迂
〉

-

苦
ヅ

∽
･

】

巴
二

(

誌
三
)

以
下

国
王

遵

奉
の

概
要

に

つ

い

て

は

あ
旨
芸
d
e

J

r
e

F

旨

邑
-

計
r

計

旨
c
}

声
口

声

邑
-

君
e

溝
告
ぎ
e
}

P

A
亡

デ
ー

浩
N
-

∽
･

ヒ
ム

一

山

忘
”

S

c

F
司
2

r
i

ロ
ー

G

2

邑
N

爵
e

d
e

r

計

量
旨
e

ロ

河
2

C

ぎ
品
e

岩
E
c

F
-

2

こ
写
丁

一

S
･

-

念

⊥
ミ
小

コ

告
i

t

N
}

G
e

ヨ
2
已
∽

C

F
e

声

g
F

ぎ

g
e

岩
E
c

F
t

e
}

-

盟
の
}

∽
一

-

竜
一
一

念

等

蓼
腰
｡

(

註

四
)

町

田

箕
秀

｢

多

数
決
と

会

合
一

致
+
､

一

橋
論

叢
禽
ニ
ー

十
三

怨

讐
一
撃
ニ

○

貴

重

用
｡

(

註
五
)

S
c

F

弓
e

エ
ロ
}

P

P

〇
.

∽
･

-

会
･

(

聖
C

ト

リ

エ

ル

の

大

司

教
､

ケ

ル

ン

の

大

司

教
､

ベ

ー

メ

王
､

フ

ァ

ル

ツ

伯
､

ザ

ク

セ

ン

公
､

ブ

ラ

ン

デ
ン

ブ

ル

ク

逮

暖

伯
､

マ

イ
ン

ツ

の

大

司

教
の

順
で

投
票
し

た
｡

弟
一

期
に

於
て
､

眞
先
に

投
票
し
■て
､

喜
串
的

役

割
を

演
じ

た

マ

イ

ン

ツ

の

大

司

教
は

撃
二

期
に

於
て

は

最
後

に

投
票

を

な

す

が
､

夫
が

決

定
投

票
と

な
る

鮎

に

於
て
､

失

濃
り

主

導
的

役
割

を

な

し

て

い

る
｡

マ

イ
ン

ツ

の

大

司

教
が
､

遵

奉
終
了

後
､

英

名
に

於
て

布
告
を

､

作

成
し

て

公

示

す
る

と

こ

ろ
に

撃
一

期
の

｢

一

人
に

よ

る

投
票
+

(

已

g
t

i

C

勺

実

年
ロ

ロ

ヨ
)

の

名

魂
が

見

ら

れ
る
｡

中

世
ド

イ
ツ

の

国
王

選

馨
と
■
多
数

決

原

理

4 5 7
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一

橋

翰

叢

第
二

十
田

巻

欝
四

班

こ

世

襲

制
を

立
港

催
し

て
､

シ

ュ

ダ

ウ

ウ

フ

エ

ン

王

朝
の

永
久

催
な

は

か

ら

ん

と

し

た
ハ

イ
ン

リ

ヒ

六

世

(

苧
ぎ
ニ
c

ビ

ギ
)

の

計

劃
は

聖

俗

諸
侯
の

反
射
を

受

け
て

捜

折
し

た

が
､

翌
一

完
七

年
ハ

イ
ン

リ

ヒ

急
死

す
る

や
､

諸

侯
は

幼

少
の

意

見
シ

シ

リ

ー

王

フ

リ

ー

さ
リ

ヒ

三
世
(

蔓
e

賢
ユ
ニ
Ⅰ

し

を

複

層
者
に

選

ば

ん
と

し

た
｡

赦
し

シ

ざ
リ

ー

王

位
と

ド

イ
ツ

王

位
と
の

結

合
を

喜
ば
ぬ

教
皇

靡
の

反
射

に

あ
い
､

改
め

て

他
の

侯

前

者
を

選

ば

ね

ば

な

ら

な
か

つ

た

が
､

諸
侯
の

利

審
の

封

立

は
二

重

遵

奉
を

惹
き

起
し

た
｡

=
九

八

年
の

フ

ィ

タ

ッ

プ

(

吋
巳

昔
p

J
O

ロ

哲
F

喜
一

〕

琵
こ

と
オ

ッ

ー

ー

四

世
(

○
-

-

○

召
日

野
r

ロ
ゴ
∽

臣

象
印
)

と
の

二

重

選
拳
は
､

は

し

た

く
も
､

主

と

し
て

選
翠
に

閲
興
す
る

諸
侯
は

誰
々

で

あ

る

か
､

と
の

問
題
を

提

供
し

た
｡

マ

イ

ン

ツ
､

ケ

ル

ン
､

ト

リ

エ

ル

の

三

大
司

教
と
フ

ァ

ル

ツ

伯
の

所

謂

四

人
の

ラ

イ

ン

諸
侯
が

｢

最
初
に

投
票

す
る

者
+

に

屈
す
る

こ

と

は

昔
時
眈

竺
般
に

認
め

ら

れ
て

い

た

が
､

折
柄
マ

イ

ン

ツ

の

大

司

教
コ

ン

ラ

ー

ー

(

ぎ
ロ

邑
･)

と
フ

ァ
ル

ソ

伯
ハ

イ

ン

リ

七

(

芳
F

旨
F
)

は

十

字
軍
に

加
つ

て

遠
く

聖
地

に

在
つ

た

の

で
､

ケ

ル

ン

の

大

司

教
ア

下

ル

フ

(

監
0

5

は

ー

リ
エ

.
ん
の

大

司
教
と
二

人
だ

け
で

充
分
､

選
畢
の

要
件
を

発
し

得
る

と

考
へ

､

-

-

九

八

年
の

初
､

多

数
の

聖

界

諸
侯

と

共
に

ア

ン

デ
ル

ナ

ハ

(

A

邑
2

昌

邑
)

に

合
し

て
､

候
補
者
の

詮
衡
に

着
手

し

た
｡

と

と

ろ

が

ケ

ル

ン

の

ア

下

ル

フ

は

教
皇

派
と

目
さ

れ
て

い

た

か

ら
､

シ

ュ

タ

ウ

フ

ェ

ン

次
の

バ

イ

エ

ル

ン

公
､

ザ

ク

セ

シ

公
､

ミ

ュ

ン

ス

タ

ー

の

司

教
其

他
多

数
の

諸
侯
は
､

自
演
に

不

利
な

候
補
者
が

選

ぼ

れ
る

こ

と
を

恐
れ

て
､

急
遽
ミ

■
エ

ー

ル

ハ

ア
ゼ

ン

(

告

辞
-

F
P

宏
e

ロ
)

に

合
し

て
､

三

月

六

日
､

マ

グ

デ
ブ

ル

ク

の

大

司
教
の

司

合
で

フ

リ

ー

ー

リ

ヒ

の

叔
父
フ

ィ

リ

ブ

ブ

を

王

に

選
立

し

た
｡

此

報
一

度
停
わ

る

や

ケ

ル

ン

の

大

司
教
は
､

選

挙
地

と

選
拳
人
の

要
件
の

不

備
を

指
摘
し

て
､

フ

ィ

リ

ア

ブ

の

選
挙
の

無

数
を

主

張

し
､

4 古∂
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六

月

九
日
､

ケ

ル

ン

に

放
て
､

オ

ッ

ト

ー

四

世
を

選
立

し

た
｡

オ
ッ

て
の

兄

弟
フ

ァ

ル

ツ

伯
は
､

其

年
十

月

辟
還

し

て
､

直
に

オ
■ブ
ト

一

に

投

票
し

た

が
､

マ

イ

ン

ツ

の

大

司

教
は

中
々

辟
園
せ

ず
､

其

賛
香
が

問
題
と

至
ノ

た
｡

エ
ノ

エ

ル

め

大

司

教
は
､

避
寒
に

は

妖
席
し

た
が
､

必

ず
や

オ

ブ

!
-

側

に

立
つ

べ

し
､

と
の

ケ

ル

ン

の

大

司

教
の

確
言
に

も

拘
ら

ず
､

其
年
九

月
に

行
わ

れ

た
フ

ィ

リ

ッ

プ

の

戴
冠

(

註

一
)

式

に

列
し

て
､

フ

ィ

リ
･
ツ

ブ

側
で

あ

る

こ

と

を

明

に

し

た
｡

折
し

も

教
皇
の

位
に

即
い

た

イ

ン

ノ

ケ

ン

チ

ウ

ス

三

世

(

Ⅰ

ロ
ゴ
｡

§
-
i

乱

打
)

は
､

教
権
蹟

琴
の

竺
着
手

と

し
て
､

此
二

重

選
挙

の

裁
決

権
を

主

張
し

宅
フ

ィ

リ

ッ

プ

側

は

之
を

膚

香
し

て
､

一

一

九

九

年
五

月
二

日

シ

ュ

バ

イ

エ

ル

(

S

苫
垂
こ

で

聾
明

書
を

蟄
表
し

た
｡

其

後
一

年
有

験
､

教
皇
は

最
後
的
断
を

↑

す
こ

と

を

曙
躇
し
て

い

た
が
､

遽

に

三
〇

〇

年
末

か

三
〇
一

年
初
､

謳
機
卿
合
議
で

(

蓋
ニ

)

の

演
詮
｢

デ

リ

ベ

ラ

チ

オ
+

(

冒
-

哲
邑
乞
で
､

オ

ッ

モ
ー

を

承

認
す
る

月
を

孝
明

し
､

使
節
ギ

下

-

(

P

を
)

言
コ

写
旨

邑
ユ

を

渡
し
て
､

一

二

〇
一

年
七

月

三

日

ケ

ル

ン

で
､

其
即
位
を

宣

言
し

め
た
｡

2
に

封

し

て

フ

ィ

リ

ブ

プ

側
は
､

三
〇
二

年

貢
､

再

び

抗

議
を

な

し

た

が
､

共

同

答
と

し

て
､

同

年
三

月
､

教
書
｢

ヴ
ュ

ネ
ラ

ビ

レ

ム

+

(

く

昌
e

l

P

茎
2

∋
)

が

蟄
せ

ら

れ

た
｡

■

(

註
二

)

裁
決
の

理

由

は

デ

リ

ベ

ラ

チ

オ

の

中

に

詳
細
に

述
べ

ら

れ
て

い

る
｡

教
皇
は

フ

リ

ー

エ
ソ

ヒ
､

フ

ィ

ワ

ッ

プ
､

オ

ッ

†
の

適
格

性
を

夫
々

検
討
し

二

聖
者

は
､

教
皇
應
の

利
害
か

ら
■
打
算
し

て
､

不

適
格
な

り

と

断
じ
て
､

結
局
オ

ッ

ー

ー

を

承

認
し

た

の

で

あ

る

が
､

フ

ィ

ワ

ッ

プ

の

漂
畢
に

つ

い

て

は
､

彼
が

｢

多

数
の

然
か

も

権
威
あ
る

人

芸
ら

選

ぼ

れ

2
(

p

号
コ
〕

㌃
e
t

聖

賢
○

ユ

ぎ

…
小

什

已
e

旨
∽

)

と
の

理

由
で
､

表
其

合
法

性

を

儲
め
て

い

る
｡

オ
ツ

ー

一

に

つ

い

て

も

亦
､

参
加
し

た

特
定
選
馨
人
が

多
か

つ

た
｡

と

を

強

調
し

て

は

い

る

が
､

昔
時
既
に

教
皇

選
挙
に

於
て

行
わ

れ
て

い

た

多

数
決

原
理

を

援
用

し

ょ

う

と

は

試
み
て

い

な

い
｡

蓋
し

選
挙
権
者
の

範
囲
が

未
だ

確
定
し

て

い

.
た

か

つ

た
か

ら

で

も

あ
る
｡

之

吉
ソ

さ

き

オ
ッ

小

-

側

は

崖
主

教
皇
廉
に

訴
へ

て

｢

法

律
上

国
王

選
拳
の

任

務

中

世
ド

イ

ツ

の

国
王

選

峯
と

多

数
決
原

撃
▲

4 .与9
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′

D7

】

痛

論

叢

第
二

十
田

巻

第
四

額

を

有

す
る

者
+

(

邑
空
岩
∽

計
i

喜
か

∽

葛
口

t

巳

巴

邑
○

去
亡

0

2
日

エ
ゴ

訂

ま
ー

点
2

m

e
-

官
話

ニ
ー

早

計

ぎ
e

e
-

官
岩

計
訂
n
t

)

(

註
三
)

が

多

数
参
加

し

た
こ

と
を

強

調
し

た

が
､

警
苛
亦
､

オ

ッ

ー

一

例
に

｢

皇
帝
選
拳
に

主

と

し

て

閲
興

す
る

諸
侯
+

(

邑

言
芸
}

早

(

計

武

田
)

O
i

旦
i

t

e
l

毒
口

旨
ニ
ヨ
p
2

邑
邑
払

e
-

e
O
-
i

O
)

が

多

数
参
加
し

た

こ

と
を

認
め
て

い

る
｡

し
か

ら

ぼ

｢

主

と
し

て
+

(

旦
邑
旦
i

七

色

選
奉
に

開
興
す
る

諸
侯
と

は

果
し

て

詮
々

か
｡

四

人
の

ラ

イ

ン

諸
侯
を

指
す
と

す
れ

ば
､

オ

ッ

ー

ー

の

選
挙
に

は
､

確
に

ケ

ル

ン

の

大

司

教
と
フ

ァ

ル

ツ

伯
の

二

人
が

参
加
し

て

い

る

し
､

態
度
不

明
の

マ

イ
■■ン
ツ

の

大
司

教
を

も

加
へ

る

与
二

人
と

な

る

か

ら
､

確
に

教
皇
の

言

ぅ

通
り

で

あ
る

が
､

此

特
権
諸
侯
が

果
し

て

誰
々

で

あ

る

か

は

明

に

さ

れ
て

い

た

い
｡

従
衆
､

共

時
々

で
､

選
拳
に

閲
興
し

た

諸
侯
の

顔

解
が

異
る

か

ら
､

確
定
的
に

其
氏

名

を

公
に

す
る

こ

と

は
､

徒
に

紛

粁
を

蒸
す
恐
が

李
つ

た
の

で

あ
ら

う
｡

然
し

之

を

横
合
に
､

主

た

る

選
拳
人
は

誰
々

で

あ

る

か

に

つ

い

て
､

各
方

面
か

ら

種
々

様

芸
見
解
が

蟄
表
さ

れ

た
｡

夫

等
を

組

合
せ
､

其

申

を

と
つ

た

も
の
一
が

ザ

ク

′
(

雷
五
)

セ

ン

法

鑑
で

あ

る
｡

編
者
ア

イ

ケ

(

空
粁
¢

言
口

声

名
笥
己

は
､

ユ
ノ

エ

ル
､

マ

イ

ン

て
ケ

ル

ン

の

三

大

司
教
と
､

フ

ァ

ル

ツ

伯
､

ザ

ク

セ

ン

公
､

ブ

ラ

ン

デ
ン

ブ

ル

ク

遽
彊
伯
の

三

俗
界

諸
侯
､

合
計
六

名
の

諸
侯
の

名
を

あ

げ
て

い

る
｡

後

年
七

選
挙
侯
の

盲
J

妄
つ

た
ベ

ー

メ

王

(

ボ

ヘ

ミ

ア

王

内

ぎ
応

召
日

出

告
白
2

2
)

に

つ

い

て

も

言
及
し

て

い

る

と
こ

ろ

を

見
る

と
､

常
時
既
た

問
題
と
た

つ

て

は

い

た
の

で

あ
ら

う
が
､

下

イ

ツ

人
で

は

な
い

と

言
う

理

由
で

除
外
さ

れ
て

い

る
｡

(

鞋
一

)

H

F
的

巴
ヨ

呂
ロ
ー

U
i

2

計

旨
c

訂

空

身
買
P

E

ぎ
c

O

召
-

‥
邑
仏

C

P

冒

旨

忘
一

-

芝

野

(

撃
】

)

冒
-

蕾
邑
○

賢

覧
○

首
2

ユ
i

2

胃

宝
じ

宏
e
-

2

き
耽

要

旨
は

簡

凛
に

ゴ
蒜

C

昌
訂
i

倉
芳
筈
邑
氾
訂
t

O
r

ご

を

く
H

I
･

〉

七
.

笥

に

説

明
き

れ

て

い

る
｡

(

鞋
三
)

ロ
亡

驚
-

臼
-

む

巨
ロ
.

P

P

C
.

∽
.

-

芦

4 ∂0

し
､‥

臣



(

鼓
四
)

内
｢

n

5
)

ヨ
e

ご

頭
､

P

己

ゴ
ロ

包

空
口

芳
t

N

己
ロ

g

み
①

仏

(

訂
亡
t

胃
ビ

中
ロ

内
(

首
i

g
の
ー

一

書
叫
】

∽
●

ミ
･

(

匙
五
し

ロ
亡

鷲
-

巨
㌢
ロ
ヒ
}

P

P

〇
.

S
一

-

冒
一

(

註
一

)

ど
こ

ろ

が

ザ

ク

セ

ン

法

鑑

編
纂

後
に

行
わ

れ

た

最

初
の

遺
草
で

あ

る

三
三

七

年
の

コ

ン

ラ

ー

ー

四

世
(

河
b
ゴ

岩
P

I

く
し

の

選
挙
に

は
､

べ

ー

メ

盲
が

参
加

し

て

い

る
｡

尤
も

之

は
､

常
時
億
位
に

在
つ

た
フ

リ

ー

t

リ

ヒ

二

世
が
､

ゲ
ィ

ー

■ン

滞
奄

中
に
､

第
二

子
コ

ン

ラ

ー

ー

を

王

位
候
補

者
に

指
定

(

計
s
i

笥
P

ェ
○
)

す
る

為
に

行
つ

た

も
の

で

あ
つ

て
､

本
衆
の

選
拳
と
は

言
い

乾
い

が
､

マ

イ

ン

ツ

と
ト

リ

(

註
二

)

エ

ル

の

二

大
司

教
と
フ

ァ

ル

ツ

伯
の

他
に
､

べ

ー

メ

王

が

参
加

し

て

い

る
｡

之
を

見
て

も
ザ

ク

セ

ン

法
鑑
の

六

選
馨
侯
は

未
だ

確
定
的
に

公

認
さ

れ

た

も
の

で

は

な
い

こ

と

を

知

る

の

で

あ
る
｡

然
る

に
ノ
士
一

四
五

年
フ

リ

ー

ー

リ

三
一

世
破
門
に

廃
せ

ら

れ

る

や
､

眈
に

コ

ン

ラ

ー

ー

四

世
が

指
定
さ

れ
て

居
る

に

も

拘
ら

ず
､

翳

ヤ

ア

四

六

年
に

は

ラ

ス

べ

(

穿
せ
i

｡

F

賢
∽

葛
)

が
､

一

二

四

七

年
に

は

ゲ
ィ

ル

ヘ

ル

ム

(

W
i
-

F
e

ぎ

召
コ

H
〇
一

-

呂
e

が

王

に

還
立
さ

れ

た

麓
､

之

等
三

者
が

並

び
立

ち
､

之

等
の

う
ち

果
し

て

誰
が

皇

帝
の

権
利
を

完
全
に

行

使
し

得
る

か
､

従
て

又
､

支

配
権
の

基

礎
と

し

て

の

選
馨
の

合
法

性
如
何
が

問
題
と

た

つ

た
｡

と
こ

ろ
で
､

ヴ
ィ

ル

ヘ

ル

ム

の

選
拳
に

参
加
し

た

者
は

ラ

イ

ン

の

三

大
司

教
の

み

で

あ
つ

た

が
､

参
列
し

た

教
皇
使

節
は
､

ヴ
ィ

ル

ヘ

ル

ム

は

｢

皇
帝
選
拳
に

権
利
を

有
す
る

も
の

と

認
め

ら

れ
て

い

る

諸
侯
の

全

合
一

致
の

投

票
で
+

(

8
2
日
一

汁

已

言
t

O

唱
訂
c

昔
日

ヨ
ー

空
卜
小

-

臼

e
-

g
正
○

ロ
の

C

e
∽

賢
i

払

i

宏
F
p

訂
言
､】
岩
∽

○

ロ
β
t

喜
)

速

歩
さ

れ
た
､

と

報
督
し

た
の

で
､

教
皇
は

ゲ
ィ

ル

ヘ

ル

ム

を

王

と
し

て

承

認
し

た
｡

然
し

準
か

果
し
て

選
拳
権
を

有
す

る

諸
侯
で

あ
る

か

は
､

､

依
然
と
し

て

明
示

さ

れ

た

か

つ
.

か

が
､

少

く

も
ザ

ク

セ

ン

法

鑑
に

列

記
さ

(

註
二

)

7 7

′

れ

た

俗
界

諸
侯
は
一

人
も

参
加

し

た

か

つ

た

か

ら
､

此

鮎

か

ら

し

て

も

仝

合
一

致
と

望
看

い

難
か

つ

た
｡

さ

れ

ば
こ

そ

リ

ュ

ー

ベ

ッ

ク
､

申

せ
ド

イ

ツ

の

国
王

選

馨
と

多

数
決

原
題

4 β
,
f



87

一

橋

静

還

啓
二

十
田

巻

第
四

紫

ゴ

ス

ラ

ル

羞
ザ

ク

セ

ン

地

方
の

諸
都
市

ノ

の

市
民
達
は

｢

選
拳
に

投

票
権
を

有
す
る
+

(

呈

言
2

三
P

b

邑
i
-

…
訂
〔

賢
2

)

ザ

ク

セ

鎚

ン

公
や

ブ

ラ

ン

デ

ン

ブ

ル

ク

達
蜜

伯

が

参
加
し

た

か

つ

牢
此

選
挙

時
全

竺
致
と

看
倣
す
と

と
を

得
ず
､

従
つ

て

ゲ

ィ

ル

ヘ

ル

ム

を

王

と

4

(

註
二

こ

し

て

認
め

難
し
､

と
し

て

臣
従
を

拒

絶
し

た
｡

其
結

果
､

追
加

遵
奉
(

写
岩
F

w

邑
)

を

行
わ

ざ

る

を

得
な

く

な
り
､

…
五

二

年
三

月
二

十

吾
､

ブ

ラ

ウ

ン

シ

ュ

ヴ
ァ

イ

ヒ

(

冒
･

告
邑
-

W
e
i

粥
)

の

園
舎
で
､

ザ

ク

セ

ン

公

と
ブ

ラ

ン

デ

ン

ブ

ル

ク

連
壇
伯
の

追
加

投
票
が

行
わ

れ

た

が
､

其

際
べ

ー

メ

音
追
認
し

牢
ら

(

毘
四
)

し
い
｡

新
し

て

雷
て
､

ヴ
ィ

ル

ヘ

ル

ム

は

｢

全

合

姦
で

選

警
れ

た
+

(
i

n

0

0

日
0

0

邑
p

e
-

2

C

七

色
も
の
､

と

表
に

震
さ

れ

る

に

い

た
つ

た

の

で

あ
る
｡

此
ブ

ラ

ウ

ン

シ

ュ

グ
ァ

イ

ヒ

の

追
加

選
拳
の

際
､

特
定

諸
侯
の

仝

竺
致
が

選
馨
の

要
件

と
し
て

確
認
さ

れ
､

異
類
解
が

略

表
定
し

苦
し
い
｡

数
量
使

節
に

随
行
し
､

此

選
拳
に

列

席
し

た

大

司

教
セ

グ
シ

オ

の

〈

イ

ン

リ

ヒ

(

音
邑
各

室
∽

雲
量
が

後
に

教
昏

′

グ
ェ

ネ

ラ

ビ

レ

ム

に

附
し

た

註

解
の

中
で
､

七

選
挙
侯
の

名
を

記
し

て

い

る
｡

ザ

ク

セ

ン

法

鑑
の
⊥

ハ

選
奉
侯
に

べ

ー

メ

王

を

加
へ

た

七

名

で

あ

ぇ
が
､

ベ

ー

メ

王

に

つ

い

て

は
､

他
の

六

諸
侯
の

意

見
が
一

致
し

た

時
に

は
､

其
投

票
を

必

要

と

し

吾
が
､

不
■

表
鼠
に

は
､

(

誅
玉
)

ベ

ー

メ

三

が

表
を

按

ず
る

の

が

舌

秦
の

慣
習
で

警
､

と

詮
明
し

て

い

る
｡

フ

ァ

･ル
ツ

伯
が

此

選
挙

に

出

席
し

て

い

畏
に

も

拘
ら

ず
､

暮
壷
と

看
倣
さ

れ

た

の

も
､

失

張

同

様
の

考
か

ら
､

べ

ー

メ

王

の

参
加
で

其

撃
合
が

つ

い

た

も
の

と

考
へ

ら

れ

た
の

で

あ

ら

う
｡

(

註
六
)

〔

註

こ

年

代
は

詳
に

き

れ

て

い

な
い

が
､

-

二

二

〇

年

か

ら

三
三

五

年

ま
で

の

問
に
､

ラ

テ

ン

栗
本
と

現

存
の

ド

イ

ツ

票
完

雪
れ

た
､

と

推

定

さ

れ
る
｡

(

彗
し

N

…
･

C
-

▼

盲
;
ぎ
巨
-

邑

…
-

…
-

…

号
邑
-

昌
亡

‥

芝
=
旨
ニ

…
-

己

呈
E

き
ぃ

賢
旨
･

宍
-

く

〔

善
し
)

≡
芦

で

}
専



=ぺ

(

彗
こ

･
宅

邑
邑
-

灯

〇

も
2

1

冒
-

ぎ
宗

計

=
岩
コ

乙

岩

戸
2

邑
竺
P

已

筈
(

ぎ
ー

邑
-

昌
･
崇
-

碁
笥
p

已
2
}
-

冨
N

喜

粥

○

昆
e

ロ
2

ゴ

ぎ
ー

訂
〉

N
e

ぎ
c

F

口

早

∽

買
･

箪
f

:
.

声
e

c

F
{

串
舛
舛
(

-

00

豊
)

(

賢
声

A

字
∽
･

-

∞

ご

ぎ
ロ

ケ

ロ
e

ご

⊇
2

計
一

-

-

琵
J

昌

祭
日

曹
司
P
已
2

n

昌
一

み

監

口
e
r

琶
的

ど
ヨ

世
P

q
d

l
ロ
}

-

空
い
〉

∽
･

ご
･

(

註
四
)

N

昌
ヨ
e

l

忘
･

P

〇
･

∽
･

N

芦
ア

イ

ケ

が

ザ

ク

セ

ン

港

陛
に

列

馨
し

て

い

る

六

諸
侯
は
､

甘

衆

上

級

宮
内

官
聴
(

冒
賢
t

e

ユ

に

衣
つ

た

諸

侯
で

あ
る

と

こ

ろ
か

ら
､

ア

イ

ケ

は

所
謂

-

ギ
N

賢
ロ
ー

2

蔓
e

O

ユ
e

の

始

弧
と

言
は

れ
る

が
､

同
じ

く

J

級

宮
内

官
で

あ
つ

た
ベ

ー

メ

王

を

除

外
し

て

い

る
｡

ベ

ー

メ

王

を

含
め

て

の

野
N

㌢
-

e

き
2

0

ユ
2

は
､

ゲ

ィ

ル
.

■ヘ
ル

ム

の

選

馨
後
現

れ
､

ブ

ラ

ウ

ン

シ

ュ

ヴ

ァ

イ
ヒ

の

国
魯
で

列

恭
た

る

形

を

と

つ

た

も
の

と

考

う
べ

き
で

あ
ら

う
｡

(

註
五
)

こ

∽
e

≡
旨
(

賢
対

空
F
e

邑
2

)

s

e

c

亡

n

d

ロ

ヨ

q

宕
邑

冒
冒
ロ

e

の
叶

ロ
e

琵
琶

ぎ
ロ
山

巴

q
一

-

呂
d
O

巴
二

巴

萱
U

a

邑
盲
e

ニ
賢
-

訂

…
p

ぎ
山

…

冨
邑

宅

邑
賢

覧
｡

F
｡

‥
-

｡

2
e

-

e

邑
こ

賢
り

ぎ
e

十
2

P

〇
･

∽

∴
ピ
ご

N

e

昌
e

J

p
･

P

〇
･

∽
･

N

-

N

蓼

喝

(

甚

六
)

出
亡
口

F

ロ
e

J

P

P

〇
･

S
･

芦

97

三

一

二

五

六

年
一

月
二

十

八
日

ヴ
ィ

ル

ヘ

ル

ム

死

し
､

新
王

の

選
畢
が

行
わ

れ
ね

ぽ
な

ら

な

か

つ

た

が
､

常
時
の

政

情
で

は
､

ブ

ラ

ウ

ン

シ

ュ

ヴ
ァ

イ

ヒ

で

決

定
さ

れ

た

ぼ

か

り

の

特
定
諸

侯
の

重

合
一

致
が

果
し

て

賓
現

す
る

か

ど

う
か

危
ぶ

ま

れ

た
｡

そ
こ

で

同

年
三

月

十

七

(

註
一

)

日
.
マ

イ

ン

ツ

に

集
つ

た

ラ

イ
ン

同

盟

諸
都
市
の

代

表
者

達
は

｢

国
王

選
拳
に

閲
兵
す
る

諸
侯
+

(

p

ユ

邑
p

e

払

邑

宅
｡
払

∽

七
e

旨
汁

→
｡

叩
-

∽

′

巴
e

邑
○

)

に

使

節
を

涙
達

し

て

｢

図
表
の

為
に

唯
一

人
を

生

食
一

致
で

選
ぼ
れ

た

し
+

(

ま

で
｡

･
S

巴

ま
の

t

O
C
一

宏

官
t

ご.

琵

呂
.

ゴ

冒
ヨ

d

訂
日

昌
七

日

3
日

§
賢
→

e

づ
e
→

∽

○

冒
m
)

と

請
威
し
､

若
し

二

重

選

挙
と
た

つ

た

場
合
に

は
､

い

づ

れ
の

王

に

も

臣
従
せ

ず
､

上

固
い

決

中

世
ド

イ
ツ

の

匪
三

選

峯
と

多
数
決
原
理

壬6 3



08

～

一

橋

論

叢

第
二

十
四

億

第
四

額

■

(

註
二

)

膏
を

述
べ

て

い

る
｡

之
に

封
し

て
､

諒
承

し

た

昔
の

問

答
が
､

ザ

ク

セ

ン

公
や

ブ

ラ

ン

デ
ン

ブ

ル

ク

達
璧
伯
等
か

ら
､

同

年
八

月

十
五

日
､

ヴ
ュ

ル

ツ

ベ

ル

ク

で

開
か

れ

た

同

盟
都

市
の

舎

合
宛
に

輿
へ

ら

鵬

察
夫
に

も

拘
ら

ず
諸
侯
の

意

見
は

中

芸
と

ま
ら

ず
､

其

間
隙
に

乗

じ

て
､

外

国
勢
カ
の

推
す
二

人
の

候
補

者
が

王

位
を

寧

う
こ

と
に

た
(

儲

撃

/

ィ

ギ
ワ

ス

側
に

買

牧
さ

れ

た

ケ

ル

ン

と
マ

イ

ン

ツ

の

二

大

司

教
と
フ

ァ

ル

ツ

伯
は
､

一

二

五

七

年
一

月

十
三

日
､

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

で

ゥ

チ

ャ

ー

下

(

巴
O

F
甲

乙
O
f

C
O

⊇
弓

邑
)

を

下

イ
ツ

国
王

に

道
立
し

た
｡

べ

ー

メ

王

は
､

漸
く

英

数
日

後
二

十
二

日

に
､

使

節
を

演
し

て

追
加

署
名

を

な

し

た
｡

選
畢
昔
日

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ー

の

市
内

に

ほ
､

反

封

側
の

ト

リ

エ

ル

の

大

司

教
ヤ
ザ

ク

セ

ン

公
が

居
た

の

で
､

紛

季
の

起
る

の

を

恐

れ

た

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ー

の

市
民
は

城
門
を

固

く

閉
ざ

し

て

リ

チ

ャ

ー

下

側

諸
侯
の

入
市
を

軽
ん

だ
｡

そ

こ

で

彼
等
は

や

む
を

得
ず
城
門
外
で

選
拳
を

行
つ

た
｡

リ

チ

ャ

ー

ド

の

逆
立

に

封

抗

し

て
､

教
皇
次
の

ー

リ

エ

ル

の

大

司

教
は
､

四

月

盲
､

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

で

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

十

せ
(

b

ヒ
○
-

喜
如
し

の

選
拳
を

行
つ

た
｡

ザ

ク

セ

ン

公

と
ブ

ラ

ン

デ

ン

ブ

ル

ク

達
磨

伯

は

賛
成
で

あ
つ

た
が
､

出

席
し

た

か

つ

た
｡

さ

き

に

リ

チ

ャ

ー

下

に
､

心

進
ヰ

晶
ま
ゝ

追
加

投

票
を

し

た
べ

ー

メ

王

は
､

改
め
て

正

式
に

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

に

投
票

(

註
玉
)

し

た
｡

(

詮

こ

ラ

イ

ン

都

市
同

盟

が

結

成
き

れ

た

の

は

三
五

四

年
で

あ

る

が
､

爾
後
毎

年

数
同

骨

議
を

開
い

て
､

い

ろ

く
な

駄

議
を

な
し

て

い

る
｡

(

撃
こ

N
e

亡

2
①

J

瞥
2

=

昌
岩
2

邑
亡

白

粥

賀
1

･

G
e

岩
J
i

c

F
-

e

d
e

l

U
2

ま
∽

C

F

昌

声

告
-

彗
2

罫
書
ロ

g

ふ
A

已

:
芸
こ
4

こ
ぃ
.

S
.

芦

(

註
三
)

N
2

亡

喜
e

J

U
i

佗

ぎ
F
ヨ

宮
}

蒜

亡

邑
n

訂

音
べ

訂
〔

富

野
-

J

軍
芦
N

e

蒼
n

守
一

当
り
l

く
}

S
一

N

ご
.

(

註

四
〕

ゲ

ィ

ル

ヘ

ル

ム

王

の

死

を

横

倉
に
､

イ

ギ

リ

ス

の

ヘ

ン

リ

ー

三

世

(

患
ロ
r

‥
Ⅰ

Ⅰ
-

)

は
､

フ

リ

ー

吉
ノ

ヒ

二

世
の

義
兄

弟
で

あ

る

弟
リ

チ

ャ

ー

ド

(

声

昏
p

a

毘

C
O

言
勾
已
】

〕

を
､

ド

イ

ツ

王

と

な

し

て

勢
力

を
ド

イ

ツ

に
.
も

伸
さ

ん

と

し

た

が
､

イ

ギ

ヮ

ス

の

勢
力
の

伸

長
を

喜
ば
ぬ

フ

ラ

ン

ス

の

ル

イ

九

世

(

F
c

三
言

H

如
し

は

散

華

甲
こ

結

ん

で

フ

J

リ

ッ

プ

〔

=
ニ

=

胃
く

昌

哲
ゴ

真
一
)

昌
)

の

孫
ス

ぺ

イ

ン

の

カ
ス

テ

イ

リ

ア

王
ア

ル

4 β`才



フ

ォ

ン

ソ

十

世
〔

♭
】

訂
コ

…

H
･

〕

を

射

立

侯

構
老
に

推
し

た
｡

外
囲
勢
力
の

侵

入
を

憂
へ

た

ザ
ク

セ

ン

公
ヤ

プ

ラ

ン

デ

ン

ブ

ル

ク

連
蛋

伯

は

国

内

に

候
締
着
を

物

色
し

た

が
､

蓬

に

果

た
き

ず
､

結

局
リ

チ
ャ

ー

ド

七

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

と

が
王

位
を

争
う
こ

と

に

な
つ

た

の

で

あ
る
｡

(

註
五
)

→
F
e

C

駕
ロ

♂

ユ

舟
e

岩
e

巴
e

畠
1

買
蔓
じ

喜

召
-
.

≦
.

勺

∵
-

-

00

上
.

(

註

ニ

ケ

ル

ン

の

大

司
教
が
､

ク

チ

ャ

ー

下

の

選
挙
後
直

に
､

作
成
し

て

公

布
し

た

選
畢
布
骨
に

は
､

次
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ
て

い

る
｡

｢

ケ

ル

ン

の

大

司
教
と
フ

ァ

ル

ツ

伯
は

漸
く

決

定
し

た

選

挙
日

に
フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ー

の

選

挙
場
に

赴
い

た
｡

や

む

を

得
ず
欣
席
し

た

マ

(

社
ニ

)

イ

ン

ツ

の

大

司

教
ゲ

ル

ハ

ル

ー

(

の
の

旨
弓
e

は

今
回
に

限
り

ケ

ル

ン

の

大

司
教
に

投

票
を

委
任
し

た
｡

-

ワ

エ

ル

の

大

司

教
ア

ル

ノ

ル

ー

(

A

ヨ
○
】

e

と
ザ

ク

セ

ン

公
ア

ル

プ

レ

ヒ

ー

(

A

誉
e

㌢
t

)

に

使

者
を

演
遺

し
て

選

単
に

参
加

す
る

よ

う

勧
め

た
が
､

夕

方
ま

で

途
に

現

れ

た

か

つ

た
｡

べ

ー

メ

王

と
ブ

ラ

ン

デ

ン

ブ

ル

ク

連
彊

伯
と
は
､

挟

席
し

た

上
､

代
理

溝
へ

も

よ

こ

さ

た

か

つ

た
｡

夫

故
ケ

ル

ン

の

大

司

教
と
フ

ァ

ル

ツ

伯
に

全

部
の
.
者
の

投

票
権
が

移
つ

て
､

夫
に

よ

つ

て

ケ

ル

ン

の

大

司

教
と
フ

ァ

ル
.
ツ

伯

は
･

ワ

チ

ャ

ー

下

伯
を

王

に

選
ん

だ

の

で

あ

る
+

と
｡

(

詮
三
)

.

此

布
告
は

二

つ

の

鮎
で

重

要
な

意

義
を

も
つ
｡

英
一

は
､

七

諸
侯
の

名
が

初
め

て

公

文

書
に

列

記

さ

れ
て
､

専
任

選
挙
侯
と

し
て

公

認

さ

れ

た
こ

と

之
で

あ

る
｡

教
皇
も

亦
､

此

選
挙
に

閲
す
る
一

二

六

三

年
の

教
育
(

の
ロ
i

邑
日

日
)

で

選
挙
侯
が

七

名
で

あ

る

こ

と

を

確

認

(

鞋
四
)

し

た
｡

英
二

は
､

映
席
者
は

権
利
を

失
う

と
主

屈
し
て

い

る

こ

と
で

あ
る

?
一

二

五

二

年
の

追
加

選
畢
常
時
迄

は
､

有
権
者

は

必

ず
し

も

選
挙
昔
日

に

全

部
集
る

こ

と
を

要
せ

ず
､

た

と
へ

紋
席
し
て

も
､

其

権
利
を

失
う
と

と

に

は

た

ら

な
い

か

ら
､

事
後
的
に

も

投

票
が

出

奔

る
､

と

言
う

建
前
で

あ
つ

て
､

こ

う

し

た

考
か

ら

ゲ
ィ

ル

ヘ

ル

ム

の

追
加

選
拳
も

行
わ

れ

た

の

で

あ

る

が
､

一

二

五

七

年
の

遥
馨
に

於
て

一

人

J

81

は
､

召

集
し

た

に

も

拘
ら

ず
紋

席
し

た

者

は

権
利
を

失
つ

た

者
と

看
倣
さ

れ
て
､

不

参

加

者
の

事
後

的
承

認
を

香

定
し
■､

召

集
に

應
じ
て

胡

■
中

世
ド

イ

ツ

の

国
王

遥

拳
と

多

数
鉄

原
理

r.r
竺

.L
芝

邑
邑

巨

臣

臣
h

=
ノ

仙



て

ヽ号
町
｢

耶 ≡
r
て 不買㌘

一

橋

論

叢

第
二

十
田

巻

第
四

鮮

紅

集
つ

た

者
だ

け
が
､

従
つ

て

自
派
の

者
だ

け
が
､

唯
一

の

合
法

的
選
拳
母

髄
.

で

あ

る

と
主

張
し

て

い

る
｡

此

鮎

に

於
て

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

側

紺
′
″

生

も
､

後
に

述
ぶ

る

通
り
､

同
じ

立

場
を

と
つ

て

い

る
｡

唯
ゝ

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

側
が

多

数
決

原
理

を

援
用

す
る

に

反
し

て
､

リ

チ

ャ

ー

ド

側

は

あ

く

ま

で

重

合
一

致
を

主

張

し
､

乏
を

教
皇
へ

の

報
告
の

申
で

カ

詮
し
て

い

る
｡

即
ち

｢

選
拳
侯
の

全

部
又

は

少

く

も

其

申
の

二

人
が

集
れ

ぼ
.

(

○

ヨ

蔓
宏
e
-

邑
○

蔓
-

…
¢
-

s

已

昏
J

賢
〇
一

〕

ロ

=
ル

H

-

首
‥

…

豆
n

諾
コ

ぎ
七

ぎ
∽

)

選

挙
を

な

す
こ

と
が

出

爽
る

(

邑

巴
の
(

辻
○

ロ

昌
:
勺

旨
-

ロ

℃

岩
○

和

己
七

〇

打
払

こ
+

と
｡

即
ち

少

く
も
二

人
の

遵
奉
侯
が

出

席
す
れ

ば

選
畢
は

有
数
に

成
立

す
る

と

言
う

わ

け
で

あ

る

が
､

此
二

人
と

言
う
の

は
､

ケ

ル

ン

の

大

司

教
と
フ

ァ

ル

ツ

伯
の

二

人
し

か

出

席
し

た

か

つ

た
こ

と
を

通
告
化

せ

ん

と
し

た

も
の

で

あ

ら

う
｡

と
こ

ろ
で

更
に
､

此
二

人
の

出

席
者
に

ょ

つ

て

遵
奉

さ

れ

た
■
者

は
､

邁
馨
侯
の

一
生
合
二

致
で

選
ぼ

れ

た

者
+

(

訂

¢
-

g
t

宏

.

(

註
五
)

e

設
e

富
戸

苫
1

岳
t

e

ユ

と

若
僧
さ

る
べ

し
､

と
主

張
し

て

い

る
｡

其
上
リ

チ

ャ

ー

下

は
､

同

年
五

月
十

七
計
､

ア

ー

ヘ

ン

〔

ぎ
旨
①

ロ
)

で

.
ケ

ル

ン

の

大
司

教
に

よ

つ

て

加

冠
せ

ら

れ

た

の

で
､

適
法

に

選
拳
さ

れ
､

適
法
に

戴
冠

し

た

王

は
､

事

後
的
に

紋

席
者
の

追
認
を

要
せ

ず
､

(

岩
木
)

と
し

て
､

追
加

選
挙
を

香

淀
し
､

不

参
加

者
か

ら

の

異
議
の

申
立

を

封

じ

て

い

る
｡

ブ

ル

フ

ォ

ン

ソ

も

亦
シ

エ

ナ

(

繁

昌
P

)

の

市

民

に

封

す

る

邁
拳
布
告

に

於
て

は
､

下

イ

ツ

諸
侯
の

｢

優
れ

た

多

数
+

(

-

ピ

已
0
1

2
t

(

詰
七
)

仏

賀
片
岩

p
P

宗
)

か

ら

の

み
な

ら

ず
､

選
馨
樺
を

有

す
る

放
て

の

諸
侯
か

ら
､

生

食
一

敦
で

選
ば
れ

た
､

と

稲
し

て

は

い

る

が
､

教
皇
に

封

す
る

報
告
に

於
て

は
､

明

白

に
ロ

ー

マ

･

カ

ノ

ン

法

的
多

数
決

原
理

に

掠
つ

て
､

選
挙
の

有

数
性

を

主

張

し

て

い

る
｡

之
ほ

デ

イ

ツ

の

国

王

選
挙
に

多

数
決

原
理

を

援
用

し

た

初
め

て

の

試
み

で

あ

る
｡

と
こ

ろ

で

四

月
一

日

に

行
わ

れ

た

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

臥

選
挙
に

出

席
し

た

特

権
諸
侯
は

資
は

ー

リ

エ

ル

の

大

司

教
唯
一

人
で

あ
つ

た
｡

夫
に

も

滴
ら

ず
｢

ベ

ー

メ

王

ザ

ク

セ

ン

公

並

び

に

ブ

ラ

ン

デ

ン

ブ

ル

ク

達
牽
伯

の

委

任
を

受
け
て
+

(

P

宅
e

臣

旨
∽

岩
粥
①

申
U

e

邑
爪
}

ぎ
e

e

e
t

呂
p

岩
F
-

昌
¢

巴

E

岩
p

e
→

F
〇
.C

廿

O
t

e
班

訂
t

①

言
m

邑
∽

旨
)

-

ワ

エ

ル

～

▼

一

+
＼



雫 ぎぎてファ戸手軍で

3
(

X
)

の

大
司

教
は

｢

自
己

と

彼
等
の

名

に

於
て
+

(

∽

古
｡

e
t

≡
0

2
ヨ

ゴ
〇

ヨ
訂
e
)

即
ち

四

人
の

名
に

於
て
､

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

を

選
挙
し

た
､

と

主

張
す
る
｡

七

選
挙
侯
の

中
の

国

名
が

賛
成
投

票
し

た

の

で

あ
る

か

ら
､

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

は
｢

選
畢
侯
の

全

部
に

ょ

つ

た

の

で

は

な
い

が
+

(

宮
口

p
e
→

○

日
日
e
∽

胃
e

巴
c

t

｡

仏

日
i

ロ

2 .

p
e

∽

)

｢

然
し

之

等
の

諸

侯
の

多

数
に

ょ

つ

て
+

(

諾

チ
･

勺
e
H

ヨ
已
O
r

e

ヨ

官
話
¢

ヨ
e

0

2
n

計
ヨ

(

詰
八
)

p

エ
ロ
C

首
口

冒
)

選
馨
さ

れ
た

こ

と
に

な

る
､

と

言
つ

て

過

年

数
に

ょ

る

自
己
の

普
選
を

主

張
し

て

い

る
｡

(

註

こ

賢
亡

2
e
r
】

灯
吉
e

〓

昌
岩
ヨ

邑
亡

n

粥
}

写
.

コ
.

町

芦

(

註
二

)

マ

イ

ン

ツ

の

大

司

教
は

本
衆

選

峯
管
理

者
で

召
集
者
で

あ
る

べ

き

で

あ

る

が
､

常
時
ゲ

ル

ハ

ル

イ

は
､

ブ

ラ

ウ

ン

シ

ュ

ケ

ァ

イ

ヒ

公
に

捕
わ

れ

て

い

て
､

出

席
す
る

て

と

き
へ

出
衆
な

か

つ

た
｡

〔

註
三
)

三
五

二

年

に

略
l

橙

倉

し

た

七

選

馨
侯
は
､

三
五

六

年

ヴ

ィ

ル

ヘ

ル

ム

の

港
今

に

よ

つ

て

英

名
が

公

表
き

れ

た

ら

し

い

が
､

出

港

合

(

声
2
i

c

F
皿

弓
e
i

賢
亡

2

W
こ
F
e
-

ヨ
∽

く
○

ロ

H
O
】

-

甲
ロ

㌔

】

N

設
)

は

今

日

轟
存
し

て

い

な
い

｡

(

野
口

F

蒜

計
J

P

P

〇
一

〉

∽
.

u

-

か

”

∽
c

F

弓
①

ユ
ロ
}

P

P

〇
･

S
･

-

表

象
摺
〕

此

港
令

が

曾
て

春
寒
し

た

こ

と

も

推

定
で

あ

る

か

ら
､

ワ

チ
ャ

ー

ド

の

選

拳
布
骨
を

以
て
､

七

遺

草
侯
の

名
が

公

式
に

聾
表
さ

れ
た

最
初
の

も
の

と

な

す
こ

と

が

出
衆

る

せ

あ

ら

う
｡

(

註
四
〕

:

召
i

ロ
ロ
i

匂
e
払

く
｡
n

e

2
i

ロ

ビ

已

忌
ヨ
｡

巴

e
-

e

c

t
-

｡

ロ
e

F
P

訂
已
¢

∽
}

空
-
-

芸
ロ
t

旨
思
の

m

ロ
亡

2
e

芦
｡

N
e

亡

2
e

J

の
ロ
e

〓
咋
口

岩
巨
ヨ
ー

亡

口
的

2
→
▲

00

〇
.

の

已
c

e
-

日

日
一

∽
.

-

0

〇
.

(

註

五
〕

N
e

亡

2
e

J

P

P

〇
.

〉

∽
一

-

0
0

汁

(

鞋

六
)

≦
1

岩
t

胃
E
ハ

〇
一

戸

P

O
て

∽
.

-

∞

い
.

(

鼓
七
〕

W
蒜
t

芳
E
n

O
-

P

a
.

〇
.

-

∽
.

-

∞

阜
.

(

誅

八
〕

計
己
ゴ

ロ

J

P

P

〇
.

〉

叩

-

声

＼

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

と
リ

チ

ャ

ー

下

の

選
畢
を

比

乾
す
る

に
､

其

合
法

性
に

於
て

は
､

両

者
の

間
に

大
し

た

優
劣
が

た

い
｡

唯
1

現

資
に

出

中

世
ド

イ

ツ

む

転
三

選

拳
と

多

数
鉄

原
坦

速β7



一

橋

静

畏

第
二

十
四

懲

第
四

魂

＼

糾

席
し

た

選
蓼
侯
は
､

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

の

時
は

吉
ノ

エ

ル

の

大
司

教
唯

二
人
で

あ
る

に

反
し

で
一､

リ

チ

ャ

ー

ド

の

時
に

は

ケ

ル

ン

の

大

司

佃
′

4

教
の

他
に

フ

ァ

ル

ツ

伯
が

出

席
し

て

い

る
｡

従
つ

て
､

リ

チ

ャ

ー

下

側
は

選
挙
の

最
低

要
件
と

し

て
､

二

人
の

選
挙
侯
の

出

席
投

票
を

圭

∴
張
し

て
､

曙
に

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

の

選
奉
の

要
件
の

不

備
を

指
摘
し

て

い

る

の

で

あ

る

が
､

更
に

プ

チ

ャ

ー

ヂ

た

歩
が

あ
つ

た
こ

と

は
､

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

が

加
冠

さ

れ

た
か

つ

た
の

に

反
し

て
､

ワ

チ

ャ

ー

下

は

兎

に

も

角
に

も
ア

ー

ヘ

ン

で

ケ

ル

ン

の

大
司

教
か

ら

冠

を

受
け
て

い

る
ナ
し

と
で

あ
る
｡

夫

故
に
､

戴
冠

式
ま
で

は

選
巷
は

取

持
し

得
る

こ

と

を

主

張
し

て

い

る

が
､

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

即

は
､

選
馨
日

の

決

定
も

投
票
も
､

す
べ

て

多

数
決

に

よ

ら

ね
▼
ば

な
ら

ぬ
､

と
主

張
し
､

リ

チ

ャ

ー

下

の

選
馨
は

其

鮎
で

合
法

的
た

選
畢
で

は

た

い
､

従
つ

て

合
法
一

一

的
た

選
聾
を

前
提
と

し

た

い

リ

チ

ャ

ー

下

の

戴
冠
は

無
数
で

あ

る
､

と

主

張
し
+

多

数
決
で

選

挙
さ

れ

た

者

は
､

戴
冠

式
を

挙
げ

た

く
て

(

註

一
)

も
､

法

律
上

営
然
に

合
法

的
た

王

で

あ

る
､

と

断
七
て
､

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

の

み

が

合
法

的
下

イ

ツ

の

王

で

あ
､
る
､

と

主

張
し

た
｡

リ

チ

ャ

ー

下

側
ほ
､

べ

ー

メ

王

の

票
を

期
待
し

た

が

ら
､

選
拳
布
告

作
成
の

時
迄

に

間
に

合
わ

た

か

つ

た

か

ら
､

確
穿
た

票
は

ケ

ル

ン

と
マ

イ

ン

ツ

の

大

司

教
と
フ

ァ

ル

ツ

伯
の

三

雲
だ

け
で

あ
つ

て
､

之

を

以

て

し

て

は
､

多

数
決
を

主

張
す
る

こ

と

が

田

衆
た

い

が
､

べ

ー

､

メ

王

が

偏
に

昔
日

布
告

作
成

前
に

署

名
し

た

と

し

て

も
､

そ

し

て

又
､

後
に

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

に

投

票
し

た

か

つ

た

と
し

て

も
､

恐

む

く

は

多

数
決

原
理

を

以
て

は

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

に

封

抗

し

た
か

つ

た
で

あ
ら

う
｡

蓋
し

選
畢
の

前
年
の

ラ

イ

ン

同

盟
諸
都
市
の

要
望

に

も

見
ら

れ

る

通
り
､

ド

イ

ツ

に

於

け
る
一

般
的
基
気
は
､

依
然
と

し

て

重

合
一

致
で

た

け
れ

ぼ

説
得
力
を

も

た

な

か

つ

た

か

ら
で

あ
る
｡

此

鮎
に

於

て

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

側
も

亦

同

様
で

あ

る
｡

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

も
､

一

般
民
衆
に

封
し

て

は
､

矢
張
り
､

仝
合
一

致
で

あ
つ

た
､

と
主

張
し

て

い

る
｡

■
然
し

之
の

み

を

以
て

し

て

は

リ

チ

ャ

ー

ド

に

封

抗

す
る

こ

と
は

出

家
庖

い
｡

と
こ

ろ

が

幸
に

し

て
､

べ

ー

メ

王

が

意
を

決
⊥

て

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

に

正

式
に

投
票
し

た

馬
､

リ

チ

ャ

･

㌔
卜

･

綻

封

す

る
べ

ー

メ

の

票
ほ

無

穀
と

し
､

ア

ル
.
フ

ォ

ン

ソ

に

対

す
る

票
の

み
を

有

数

と

ト

√

■L
＼

.
…
h

町
.
.

...

心

.､

〓



5
n

一〇

た

す
こ

と
が

出

衆
て
､

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

の

得
票
を

四

票
と

数
へ

る

こ

と

が

出

来
た

し
､

偶

J
ノ

チ

ャ

■-

下

側
が

公

表
し

た

選
拳
侯
の

敷
を

逆
用

す
る

こ

と

に

ょ

つ

て
､

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

の

得
票
は

過

年
数
で

あ
つ

た
､

と

多

数
決

原
理

を

主

張

す
る

こ

と

が

出

禿

た

の

■で

あ

る
｡

其

上
ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

は
､

も

と

も

と
ロ

ー

マ

･

ラ

テ

ン

系
の

客

気
の

中
で

育
つ

た

人
で

あ

り
､

数
自
三

療
の

支

持
に

依
つ

て

立

候
補
し

た

人
で

へ

註
二

)

あ

る

か

ら
､

既
に

教
皇
選
車
に

於
て

行
わ

れ
て

い

た

多

数
決

原
理
の

法

意

識
に

も

親
し

ん
で

い

た

ら

う

し
､

又

之
を

国
王

選
奉
に

援
用

す

る

こ

と

に

依
つ

て
､

二

重

選

馨
の

仲
裁
官
た

る

教
皇
の

意
を

容

易
に

迎
へ

得
る

も
の

ど

信
じ

た

こ

と
で

あ

ら

う
｡

(

註

こ

牢
P

日
日
e

ご

冒
∽

賢
崇
邑
e

鼓
○
-

-

蒜

吉
日

邑
日

昌

A

已
賢
叩
2

ロ

b
山

㌍
N
い

亡

ヨ

N

亡

岩
ヨ
】

莞
口

邑
-

亡

霊

i

m

河
e

巳
2
r

ぎ
r

く

3
山

コ

計
∽

甘
F

岩
m

-

訟
∞
こ

一

望
い
.

-

S
.

-

台
"

内

岩
ロ
ー

ヨ

実
)

宅
p

E

ゴ

ロ

P

E
i

n
∽

e
t

呂
口

粥
-

S
･

山
〉

ひ

ド

(

堅
こ

一

芸
九

年
の

数
量

選

拳
の

時
､

ア

レ

キ

サ

ン

ダ

ー

三

世

〔

担
訂

瑠

邑
e

ニ
‥
･

)

と

ヴ

ィ

ク

ト

ー

ル

四

世
(

≦
口
t

O

ニ
く
し

と

の

二

重

選

拳

と

な

り
､

長

年

に

亘
る

数
食
の

分

裂

(

腎

冨
ヨ
p
)

の

孜
､

一

一

七

九

年
の

弟
二

面
ラ

テ

ラ

ン

骨

読

(

ど
賢
呂

昔
日
○

紆
)

で
､

三

分
の

こ

の

賓

を

待

た

侯

栢

者
は

直
に

普

選
し

た

者
と

認
め

ら

れ

た
｡

恭

し

デ

ル

フ

ォ

ン

ソ

は

蓬
に

ド

イ

ツ

の

地

を

踏

ま

ず
､

リ

チ

ャ

ー

ド

も

優
に

ラ

イ
ン

地

方
で

認

め

ら

れ
て

い

た

に

過
ぎ

な

か

つ

た

か

ら
､

ド

イ
ツ

に

は

安
は

国
王

が

存
衣
し

な

か

つ

た
､

と

も

言
え

る

の

で

あ
る

が
､

｢
二

七

二

年

四

月
二

日
､

リ

チ

ャ

ー

ド

の

死
を

磯

骨
に
､

眞
に

ド

イ
ツ

仝

醸
を

支

配

す
ス

遠
戚

あ
る

王
､

然

か

も

外
国
人
で

は

な
い

純
ド
■
ィ

ッ

人
た

る

王

を

戴
こ

う
と

言
う

要

望
が

高
ま
つ

た
｡

二

十

数
年
に

宜
る

大
空

位

時
代
の

果

て

し

な
い

混

乱
に

漸
く

終
止

符

が

打
た

れ
る

磯
が

熱
し

た

の

で

あ

る
｡

給

し

ド

イ

ツ

を

再

び

統
一

す
る

に

は
､

萬

人
が

認

む
る

王

で

な
け

れ

ば
な

ら

ぬ
｡

こ

の

強
い

要
望
を

逸

早
く

表

明
し

た

も
の

は

都

市
で

あ
つ

た
｡

中

世

ド

イ
ツ

の

国

王

選

畢
と

多

数
決

原
盤

/

4 β9
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h
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一

橋

論

叢

第
二

十
四

春

希
四

求

三
七

三

年
二

月
､

中

寧
フ

ィ

ン

並

び

に

ヴ
ィ

ッ

テ

ラ

ウ

地

方
の

諸
都
市
は

三
重

選
挙
と

な

つ

た

時
に

は
､

い

づ

れ
の

王

を

も

承

認

せ

ず
､

■
仝

合
一

致
で

選
ば

れ

た

王

の

み

を

承

琴
す
+

と

茎
E
た
｡

そ

ミ
選
拳

侯
間
の

意

見
を

ま

と
め

る

属
に

マ

イ

ツ

ツ
+

の

大

司
教

ヴ
ュ

ル

ナ

ー

(

弓
e

岩
乃

ユ

が

奔
走
し
､

先
づ

フ

ァ

ル

ツ

伯
を

説
得
し

て

立

候
補
を

断
念
せ

し

め

た

上
､

シ

ュ

ヴ

ァ

ー

ベ

ン

伯
ル

ー

下

ル

フ

(

ぎ
邑
代

言
日

野
b
∽

b

ロ

邑
を

支

持
す
る

こ

と

を

約
せ

し

め
､

九

月
一

日

に

右
の

両

人

は

契
約
を

締
精
し
､

ケ

ル

ン

の

大

司

教
の

諒

解
を
.
得
て
､

選
拳
は

如
何
た

る

場

合
に

も

｢

重
合
二

致
で

決

す
べ

き
+

旨
を

宣
言
し
､

数
日

後
に

は
､

更

に

ト

リ

エ

ル

の

大

司

教
を

も

加

へ

て
､

同
頒

十

言
に
､

四

∧
の

ラ

イ

ン

諸
侯
が

国
王

選
畢
に

つ

い

て

の

一

致
の

行

動
を

と
る

べ

き

と

と

を

約
束
し

た
｡

即
ち
二

大
の

意

見

竺
致
し

た

た

ら

ば
､

穣
り

の

一

人
も

之
に

静
岡

す
べ

膏

旨
を

互
に

誓
約
し

た

の

で

あ

る
｡

此

約
束
に

更
に

ブ

ラ

ン

デ
ン

ブ

ル

ク

達
彊

●

(

註
一

)

伯
や

ザ

々
セ

ン

公

を

も

加
へ

て
､

ル

ー

ド

ル

フ

を

推
畢
す
る

こ

と
に

決

定
し

た
｡

右
は

選
挙
の

前
段
(

ぎ
1

e
】

き

音
2 .

邑
告
が

賓
際
に

如

何
な

る

方

法
で

行
わ

れ

た

か

聖
不

す
好
個
の

例
で

あ

る

が
､

ゲ

ル

マ

ン

法

で

要

請
さ

れ
る

重
合
二

致
の

決
議
を

成
立
せ

し

む
る

に

は

非

常
た

努
力
が

蹄
わ

れ

ね

ぼ

な

ら

ぬ

て

と

が

わ

か

る

で

あ

ら

う
｡

熱
心
な

詮
待

と

多

芸
時
間
が

薫
に

は

必

要

と

さ

れ

る
｡

然
か

も

俺
多

数
と

見

解
を

同

じ

く
し

得
な

い

者
が

獲
る
Q

然
し

結
局
虹
､

少

数
は

多

数
に

従
わ

ね

ぼ
な

ら
ぬ
､

と

言
う

義
務

を

感
じ

て
､

会
合
二

致
が

成
立

す
る
｡

2

が

ゲ

ル

マ

ン

的
多

数
決
で

あ

る
｡

多

数
の

意

思
が

直
に

全

饅

の

意

思

と

看
徹
さ

れ

る

の

で

は

な

く

し

て
､

少

数
が
､

自
己

の

意

思

に

反

し

て

も
､

仝

饉
の

意

思
を

形

成
せ

ん

と

す
る

目

的
の

為
に
､

多

(

誌
ニ

)

教
の

意

思
に

同

調
し

て
､

驚
際
に

全

部
の

者
の

意

思
が

同
一

と

写
芸
で

あ

る
｡

こ

う

し

た

形
で

の

多

数
決
が

ゲ

ル

マ

ン

の

法

慣
習
と

し

(

苦
三
)

て

行
わ

れ

て

い

た

の

で

あ

る

が
､

誓
約
に

依
つ

て
､

此

間

詞
義
務
は

更
に

張
め

ら

れ

る
｡

四

人
の

ラ

イ

ン

諸
侯
は
､

主
人
の

意

見
が

姦

し

き
芸
ば

獲
り

の

丁
∧

も

之
に

賛
同

す
､へ

き

旨
を

誓
約
し

て

貴
行
し

た
｡

他
の

諸
侯
も

亦

同

様
で

あ

る
｡

然

し

之
が

為
に

は

全

饅
の

数

凄7()

♪L
い
打

芦
ト
ビ

.■-
ゆ
.

鼓
F

.



7
0
0

が

奇

勢
で

あ

る

こ

と

が

望

ま

し

い
｡

之
れ

選
容
儀
の

敦
が

七

名

と

な

つ

た

所

以

で

あ
る
｡

右
の

如

く
し

て

候
補

票
決

定
し

た
が
､

愈
!

選

学
長
る

と

同

調
し

な

い

者
が

現

れ

た
｡

べ

ー

メ

王

オ

ー

カ

ル

｢

旨
c
一

ハ

弓
)

は

預

て

自
ち

下
イ

ツ

重

た

ら

ん
と

劃
策
し

て

い

た

か

ら
､

其

代
理

と

し

て

束

た

便

雷
､

べ

ー

メ

王

以

外
の

候
補

者
の

選
単
に

琴
必

ず
拒
香
碓

を

行
使

す
る

で

あ

ら

う
1

東
通
わ

れ

た
｡

そ

こ

で

芸
に

其

選

奉
へ

の

参
加

を

断
り
､

其

代
り

に
､

七

名

と

言

う

敦
を

維
韓
す
る

馬
に
､

(

喜
田
)

預
め

取

交
わ

さ

れ

た

約
定
に

従
ひ
､

バ

イ

エ

ル

ン

公
ハ

イ

ン

リ

ヒ

(

萱
邑
(

彗
の

嘩
者
を

参
加
せ

し

め

た
(
)

と
こ

ろ
が

墓
に

又

困

難

な

問
題
が

起
つ

た
｡

常
時
ハ

イ

ン

リ

ヒ

は

バ

イ
エ

ル

ン

の

年
分
を

領

有
十
/

る

に

過

ぎ

ず
､

竣

墨
･

分
は

其

兄
プ

ァ
､

ル

ツ

伯
ル

ー

t

ヴ
ィ

ヒ

(

ど
賢
ユ
粥
)

に

麗
し

て

い

た
｡

夫
故
ハ

イ

ン

リ

ヒ

の

遽
蓼
へ

の

参
加
は
､

バ

イ

エ

ル

ン

の

年

男
の

行

使
と

看
僧
さ

れ
､

ル

ー

ー

ヴ
ィ

ヒ

の

は

魂
り

年

軍
と

フ

ァ

ル

ツ

伯
と

し

て

の

毒
､

合
計
一

票
竿
の

行

便
と

看
傑
さ

れ

た
｡

従
つ

て

従
爽
の

方
法
で
､

個
別

投

票
を

行
つ

た

ら
､

票
の

量
的
差

異
を

表

現

す

る

こ

と
が

困

難
で

あ
つ

た
｡

ハ

イ

ン

リ

ヒ

の

票
は

ル

ー

ー

ゲ
ィ

ヒ

の

よ

り

完
全
に

表
分
少
い

に

も

拘
ら

ず
､

.
ル

ー

＼

占
イ

ヒ

と

同

様
に

表
を

投

ず
る
′の

は

如

何
に

も

不

合
理

で

あ
つ

た
｡

然
し

菅
大

き

昼
間

題
は

ハ

イ

ン

リ

已

が

ル

ー

ド

ル

フ

の

遼
寧
に

警
壷
成
し

て

い

票
つ

警
と
で

あ

る
｡

夫

故
従

歪
り
一

人

づ

遠
望
且

言
を

し

芸
ら

町
ハ

イ

ン

リ

ヒ

の

使

者
は

_

.

(

還
五
)

果
し

て

ル

ー

デ

ル

フ

を

名

指
し

て

票
を

投
じ

た

か

ど

う

か

甚
だ

疑

問
で

あ
つ

た

の

で

あ
る
｡

(

註
一

〕

宅
}

･几
妄
り

旨
｡
-

P
･

P

〇
･

∽

+
¢

設
･

(

撃
こ

町

田

賓
秀

｢

多

数
決
L

基
礎
一

致
+
､

一

席
論

叢
第
二

十
三

巷

第
二

彗
一

〇

貢
､

田

七

京

参
腰
｡

(

彗
)

｢

少
数

者
は

冬

雲
の

恵

警
る

こ

と

を

同

校
に

慧
す
べ

き

港

律
↓
の

義
務
が

規

定
さ

れ

て

い

る

宗
普

通
で

あ
つ

た
｡

少

数

雷
多

数

〃

者
に

嘉
す
る

こ

と

を

許

き

れ

ず
､

之
に

撃
っ

べ

き

も
の

と

克
た
+

G
i

2

阜

冒
計
ま

賢
わ

G
e

n
O

発
口

邑
昌
f

-

芸
事

‥
･

-

…
∞

N

い

4

申
せ

ド

イ

ツ

の

国

王

選

皐
と

多

数
決
原
理

●
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一

橋

論

叢

′
夢
二

十
四

巻

賓
四

凍

芸
a

邑
-

d
2

…
蔓
‥
訂

…
2

m

邑
岩
口

邑
g
e

ロ

古
口
e

邑
2

岩

層
C

F

昌
}

表
p

芽
｢

戸
Ⅰ

Ⅰ

ぷ
G
r
i

m

已
-

串

β

(

註
四
)

弓

邑

蔓
○

も
･

P

〇
･

=
軍
少

警
が

あ

く
ま

で

孟
を

固

執
す

毒
に

は

此

者
は

国

禁
ら

排
除

孟
る
｡

冨
､

富
者
三

〇

好

貫

参

殿
｡

(

鞋
五
)

ぎ
n

F

ロ

甥

も
･

ザ

〇
･

班

+
-

→
･

そ

喜
一

人
づ
1

順
を

迫
つ

て

個
別

的
に

投

挙
る

従
衆
の

方
式
を

避
け
て
､

選
拳
侯

高
が

フ

ァ

ル

ツ

伯
ル

ー

去
イ

ヒ

竺
人
に

投
票
を

要
せ
､

ル

ー

ー

ヴ
ィ

ヒ

が
｢

自
己

並

び

に

選
挙
権
を

有

す
る

他
の

絶
て

の

諸
侯
の

委

任

と

名
に

於
て
+

(

邑

写
0

邑
旨
已
i

0

2
日

首
c

官
2
-

戻
ニ
ロ

e
-

2

C
-
i

O

ゴ
e

訂
b
2

邑
昌

告

旨
i

t

旨
2
t

臼

邑
且
ル

ー

ド

ル

フ

を

｢

王

に

選
馨
し

た
+

(
i

n

冒
ぎ
n

言
n

(

註
一

)

讃
e

弓
=

e
-

昏
)

の

で

あ

つ

た
｡

即

急
二

部
の

票
を
一

括
し
て

投

じ
た

の

で

あ

孟
ら

｢

李
曾

表
で

選
ん
だ
+

(

呂
P

喜
e

邑
○

言

(

撃
こ

ロ
ゴ

邑

早
e

蕾
旨
仏

)

の

で

あ
る
､

と

選

挙
布
告

に

望
ぎ
れ

て

あ
る
｡

然
し

琴
畢

侯
の
一

人

が

仲
間
の

委

任
を

受
け
て

投

票
す
る

と

言
う
と

と

は

漂
決

し
て

此

時

雷
て

行
わ

れ

た

も
の

で

は

吾
｡

既
に

三
五

七

年
の

二

重

選
拳
の

際
に

も
､

リ

チ

ャ

ー

晶
で

は

ケ

ル

ン

の

大
町

教
が
V

ナ

ル

フ

ォ

ン

ソ

側
で

ほ
ー

リ

エ

ル

の

大

司
教
が
､

映

席
者
の

代

是
投

票
し

汽

主
張
し
て

い

る
｡

夫
故

三
七

三

年
の

選
奉

窟
芸
事
薪
的

至
と

は
､

選
拳
侯
が
､

自
身
又

は

代
理
で
､

全

部
出

席
し

て

雷
乍
ら
､

仲
間
の

唯
一

人
に

苦
し
て

投
票
(
e
}

邑
仇

)

を

き
て

い

る

警
誓
｡

と
こ

ろ

が

此

形

式
が
､

偶

表
皇
の

墓
に

警
行
わ

れ

て

い

た

｢

一

人
に

依
る

投

票
+

(

註
三
)

(

2

訂
邑
○

胃
亡

冒
ロ
)

と

軌
を
一

に

し
て

い

る

の

で

あ

る
｡

と

筈
へ

遇

慧
一

警
は

な

い
｡

確
に

形

式
の

賢
於
て

は

カ

ノ

ン

法

(

蔑
田
レ

の

影
響
が

あ
ら

う
｡

姦
し

教
皇
の

承

認
を

得
易
か

ら

し

む
る

雷
の

み

か

1

る

方

式
が

採
用
さ

れ

た

の

で

も

雪
ま
い
｡

若
し

然
り

と
せ

ぼ
､

更
に

妄
を

絡
め
て
､

警
墓
に

苦
る

品
梗
､

多

数
決

原

誓
採
用

す
べ

き

で

あ
■
つ

た

ら

う

に
､

倍
依

管
し

て

暮
表

､

■
一

■■レ

♭
■

.卜
【
′

■.F
巨
し
き

､r



圭

挙
義
執
し

て

い

る
｡

ア

ル

フ

ォ

ン

ソ

が

主

張
し

た

多

数
決

慧
は
､

彼
自

身
が

遼

に

ド

イ

ツ

の

地

を

躇
ま

な

か

つ

た

と

同

様
に
､

ド

イ

ツ

人

表
の

ゲ

ル

マ

ン

的
法

律
感
情
の

中

に

は

未
だ

入
い

込

か

得
た

か

つ

た

の

で

あ

る
｡

然
し
入

違
二

致
主

義
は
､

形

式

的
に

は

今

佃

守
ら

れ
て

い

る

が
､

資
質

的
に

は

最
早

推
持
出
衆

な

く

た

つ

て

来
た
｡

仝

竺
敦
へ

の

手

段

と

し

て

の

ゲ

ル
､
マ

ン

的
多

数
決
が

行
わ

れ

薙

く

た
つ

た

か

ら

で

あ

る
｡

多

数
に

従
､

完
べ

ー

メ

三

を

仲
間
か

ら

除
外
し

た

が
､

代
り

に

入
れ

た

バ

イ
エ

ル

ン

公

も

亦

多

数
に

従
い

そ

う

も

な

か

つ

た
｡

か

ゝ

る

時
に
､

資
質
的
に

仝

竺
致
で

な

か

つ

た

も
の

に
､

仝

竺
致
た

る

外

観
を

輿
へ

た

も

の

が

此

｢

-

人
に

投

票
を

委
任

す
る

方
式
+

で

あ
つ

た
､

と

考
う
べ

き

で

あ

ら

う
｡

と

言

う
こ

と
ほ

又
､

時
代
が

ゲ

ル

マ

ン

的
全

竺
肇
土

義
か

ら

ロ

ー

マ

的
多

数

決

原
理

採
用
へ

の

一

歩
手

前
の

過

渡
時
代
に

あ
つ

き
こ

と

を

意
味

す
る
｡

其

琵
接
と
し

て

は

此
ル

ー

ド
ル

フ

の

治

世
中
に
､

多

数
決

原
理

が

次

第
に

他
の

分
野
に

入
り

込
み

始
め

た

こ

と

を

指
摘

す

ざ
言
が

出

来

る

で

あ
ら

う
｡

･
ル

ー

下

ル

フ

即

位
の

年
に
､

国
王

が

国
有

財
産

を

虔
分
す
る

に

は
､

選
馨
侯
の

承

認
を

要

す
､

主
疋

め

ら

れ

た

が
､

三
八
一

年
の

ニ

ュ

ル

ン

ベ

ル

ク

の

法

令
は
､

右
の

承

認
は

｢

選
馨
侯
の

多

数
の

承

認
+

(

c

O

ゴ

串
コ

…

ヨ
已
○

ユ
∽

づ

邑
訂

p

ユ

邑
召
ヨ
i

n

e
-

①

星
c

記

冒
ヨ

邑

義
訂

言
e

ヨ

F
P

J

昌
旦
ヒ

已

を

以
て

足

れ

り

と
し

た
｡

そ

し

て

例
へ

ば
､

ル

ー

下

ル

フ

は

三
八
五

年
十

月

十

八
日

に

バ

ー

ゼ

ル
･
(

田

琵
e
-

)

の

教
合
に
､

右
の

如

き

｢

承

認
を

必

要
と

す
る

諸
侯
の

多

数
の

承

認
を

経
て
+

(

賢
c

O

莞
2

日

2

2
-

○

旨
p

邑
-

仏

音
邑
写
5
-

去

§
昌
C
O

ロ

琶
岩

‥
ロ

F
0
0

2
2

邑

羞
2 ･

蒜
㌢

賢
∽

)

土

地

を

寄
進
し

て

い

る
｡

然
し

又
､

国
三

選
馨
に

つ

い

て

も
ル

ー

下

ル

フ

は
､

三
七
六

年
の

或
文

書
で

之
に

言
及

し
､

選
挙
侯
は
､

会
合
二

致
か

又

は

多

数
決
で
､

国
王

を

選
挙
す
る

こ

と

を

得
､

と

(

註
玉
)

述
べ

て

い

る
｡

8 9

(

謎

こ

賢
亡

ヨ
e

l
-

出
～

}

ざ

芦
戸

訂
宇

野
-

∫

S
･

N

N

ご

N
2

亡

2
e

ぺ
ー

曾
e

=
e

ロ

岩
邑
亡

β

野

ウ

F

畢
∽

-

N

叫
･

中

世
ド

イ

ツ

の

国
王

邁

峯
と

多

教
鉄

原
理
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(

U
n

フ

一

橋

静

叢

第
二

十
田

巻

希
四

凍

(

撃
一

)

㌘
ル

亡

ヨ

聖

二
皆
作
-

㌻

監
P

2
-

已
亡
-
-

㌘
H

舌
.

00

山
-

S

J
N

汁

(

註

≡

カ

ノ

ン

港
の

爪

軒
1

I
さ･

胃
ゴ

ロ

…
ト
}

に

つ

い

て

は

G
㌃

阜

冒
計
亡
-

邑
e

G
e

ロ
｡

莞
口

邑
邑
∽

邑
-

t

こ
〓
.

野

望
f
-

丞
原
｡

(

詮
四
)

数
量
の

承

認
を

得

易
か

ら

し

む
る

度
に

意
識

的
に

カ

/

ン

法
の

制

寧
ぜ

継
受
し

た

の

で

あ

る
､

と

育
っ

詮

は

初

め

}

訂
雀
P

三
〇

三

宮
F

①

N
爪

き
∽

旨
コ

巾
･

C
{

ル

汚
E
c

ゴ
t

芸
-

･

〉

く
･

芦

句
･

こ

:
N

N

声
}

N
己

:
い

悪
口

已
ユ
】

訂

計

‥
-

e

亡
t

∽

C

訂
口

竪
】

J

曹
司
P

≡
e

ロ

く

○
}
″

計
1

写
t

t

乃

む

虎
-

い
.

望
∽

N
一

三

室
t

t

e

告
∽

-

や

古
君
ぎ
ロ

計

量
)

が

圭

衷
し
､

哲
}
}

邑
d
C

→

(

P

P

〇
一

㌍

∽

】

8

等

も

之

を

と
っ

て

い

る
｡

(

註
五
)

W

宣
･

t

邑
-

打

○
}

2

P

〇
･

㌍
-

盟
ご

苧
-

鷲
-

ヨ

㌢
ゴ
ー

C
訂

計
亡

宮
}
}

2

賢
已

慧
弓
P

≡
}

㌍

-

∞
レ ･

忘
…
肖
蒜
】

一

}

空
夢
戸

ぎ
芋

㌘
-

J

S
･

N

£
…

∽

ユ
ー

蒜

告
↑
〉

P

2

〇
･

∽
･

ヒ
∞

)

訟
∞
.

一

二

七

三

年
に

行

わ

れ

た

新
方
式
は
､

二
ニ

〇

八

年
ハ

イ

ン

リ

ヒ

七

世
(

[

琵
-

-

邑
-

く
ヒ

召
ロ

r
-

u

r
l

①
-

鼓
弓
㌍

･
)

の

遵
奉
に

於
て

更

に
一

段

と

整

備
さ

れ

る

と

共
に

之
に

新
し

い

意

味
が

輿
へ

ら

れ

た
｡

三
〇

八

年
ア

ル

プ

レ

ナ

(

A

誉
2

C

言
急
死

し
､

長

子
フ

リ

ー

ト

リ
､
ヒ

写
真
ユ

呈
其

蕗
を

襲
わ

ん

と

し

た

が
､

ハ

ブ

ブ

ス

ブ

ル

ク

家
の

勢
力
の

増

大
を

恐

れ

た

選

峯
僕
達
は
､

暫
く
其

彗
且

を

躊
躇
し

て

い

た
｡

折
し

も
フ

ラ

ン

ス

の

フ

ィ

リ

ッ

プ

四

世
(

ワ
已

言
-

く
■

)

は
､

備
八
大

司

教

を

数
量
の

位
に

帥

け

て
､

ク

レ

メ

ン

ス

五

世

〔

C
-

2

莞
ロ

:
て

､
･

)

と

な

し
､

■
居

を
ロ

ー

マ

か

ら

悌

額
ア

ピ

ニ

ョ

ン

(

A
ま

笥
こ
(
)

ロ
し

に

移
き

し

め

て
､

之

を

臨

促
し
､

ヨ

一

口

ッ

｡

ハ

の

覇
権
を

握

ら

ん

と
し

て
､

吏
に

英

字
を

ド

イ
ツ

に

も

伸
き

ん
と

し

た
｡

偶
I

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

の

元

を

横

倉
に
､

教
皇

を

し

て

フ

ィ

リ

ッ

プ

の

兄

弟
ン

ヤ

ー

ル

(

C
-

莞
-

e

∽

告

ぎ
ー

○

且
を

ド

イ

ツ

王
の

候

補
者
に

推

皐
せ

し

む

る

と

共

に
､

選

馨
侯
を

買

収
し

始
め

た
｡

外

国

勢
カ
の

国
内

改

革
だ

恐

れ
た

ト

リ

エ

ル

の

大

司

教
パ

ル

ド

ゥ

イ

ン

(

窒
蔓
ヱ

は

其

兄
ハ

イ

ン

リ

ヒ

(

打
C

訂
ニ
c

h

/

貞
F
亡

莞
日

章
L

｢

巳

を

候

補
に

立

て
､

尭
づ

マ

イ
ン

ツ

の

大

司

撃
付

義
得

し

て

賛
成
せ

し

め
､

次
で

ケ

ル

ン

の

大

司

教
や

蝕
む

俗

界
諸

侯
の

賛
成
を

得

て
､

研
く

〓
ニ

〇

八

草
十

石
l

一
‡

吉
H

､

全

竺
致
を

以

㌣
ハ

イ
ン

リ

ヒ

.
七

世

を

琴
宜
し

た
D

然
し

供

牢
と

し

て
､

フ

ラ

ン

ス

王

が

数

量

を
し

て

ハ

イ
ン

三
の

選

拳
を

取

消

さ

せ
､

シ

ャ

ー

∴

を

ド

イ

ツ

王

と

し

て

押
付

け

ん

と

す

る

気
配

が

あ
つ

た

の

で
､

か

か

る

干

渉
を

耕
除

す
る

唯

;
途
は
､

選

拳
手

鏡
を

4 7凄
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lqノ

完
帯
し
､

選

馨
が

あ
′
＼

ま

で

適

法

竺
汀
わ

れ
､

異

撃
品
む

飴
地

が

卦
紙

な

き

こ

真
東
輿

望
長
立

讃
す
る

こ

と

で

あ
つ

た
｡

殊

乍
英

数
嘩

前
､

教
皇
ポ

ニ

フ

7

キ

ウ

ス

八

世

二

ざ
ロ
山

{

邑
豆

≦
=

∴
)
が
､

二

重

選

馨
に

な

ら

な

か

つ

た

場

合

に

も

選

皐

手

練
の

審
査

樺
あ

り
､

と

主

菜
し

た

後
で

あ
つ

た

か

ら
､

造

馨
手

練
を

特
に

蕨
密
に

し

て
､

之

を

詳
細
に

布

告
の

中

に

乱

し

て

い

る
｡

速
歩
布
骨

は
パ

ル

下

ウ

イ

ン

の

起

草
に

な

る

が
､

指
名
(

宣
一

･ 】
i

･
邑
乞
と

投

票
(

e
一

e

呈
○

〕

の

二

段

階
が
､

未
だ

曾
て

な

い

程
明

確

に

宙

別
さ

れ

て

あ
る
｡

先
づ

第
一

に
､

ケ

ル

ン

の

大

司

教
が
､

遥
蓼
僕
達

を
二

人

づ

ゝ

前
に

招
い

て
､

誰
を

選
ぶ

か

を

尋
ね

る

と
､

遵
奉

侯
達

は

い

づ

れ

も
､

ハ

イ

ン

リ

ヒ

を

選
ぶ

旨

を

答
へ

る
｡

乏
で

指
名

〔

ロ
○

ヨ
F

邑
○

〕

が

経
つ

て
､

琴
一

段
の

投

票
(

筈
邑
○
)

に

入
る

の

で

あ

る

が
､

選
挙
榛
二

同

は

フ

ァ

ル

ツ

伯
ル

ー

デ
ル

フ

(

ぎ
宣
f

)

に

投

票
を

委

任

す
る
｡

布
告

は

之

を

ル

ー

ド

ル

フ

の

一

人
稀
で

次

の

よ

う

に

記

し

て

い

る
｡

｢

余
ル

ー

下
ル

フ

は
､

余

及
び

選
車
種
を

有

す
る

余
の

同

僚

選
畢
僕
達

す
べ

て

に

代
つ

て

(

蒜
｡

ぎ

号
音
-

仏

軍
ゴ
e
謎

葛
-

旨
ロ
ー

-

∽

声
2

ゴ

‥
1

訂
ヨ
e

P

e
t

箋
訂

告
コ
亡
ゴ

…

…
三
三

○
-

ゴ

已

萱
二
亡

ニ
…

召
募
つ

t

ぎ
ニ
】

旨
①

ま
山

亡

呈
‥

‥

･
ル

ク

セ

ン

ブ

ル

ク

伯
ハ

イ

ン
､
ワ

モ

を
(

訂
邑
2
ヨ

C

O

邑
-

昌
コ

ロ

喜
邑
昌
ビ

実
習
-

-

∽

2

m
)

…
･

ロ

ー

マ

王

に

選
ぶ

(

e

寿
○

呂
.

声
○

ヨ

昌
｡

岩
m

(

註
一

)

→

e

的
e

ヨ
)

+

と
｡

惟
う

に

従
来

は
､

三
七
三

年
の

選
拳
を

見
て

も
､

遵
奉
の

前
段
で

あ

る

指
名

は

以

前
の

ぎ
1

2
-

2

日

と

同

じ

く
､

諸
侯
の

意

見
を

ま

と

め

る
.こ

と
に

重

鮎
が

僅
か

れ

て

い

た
｡

と
こ

ろ
が

今
や

指
名
は
､

以

前
､

選
挙
の

後
段
で

行
わ

れ

た

｢

厳
か

た

選
馨

宣
言
+

(

琵
2

ユ
訂
F

甥

賢
諾
p

言
(

芭

の

よ

う

に
､

厳
か

な

儀
式
で

行
わ

れ

る
｡

指
名

は

最
早

意

見
を

ま

と

め

る

馬
の

下

相

談
で

は

な

く
て
､

一

人
一

人
に

意

見

を

表
示

せ

し

む

る

手

漬
と
な

つ

た
G

前
段
で

斯
の

如

く

選
拳
敏
一

人

∵
∧

の

個
別

性
が

高
め

ら

れ

る

結
果
､

夫

に

封

此

し

て

後
段
の

投
票

と

言
う

行

葛
の

統
一

性
が

顕
著
上
な

告

さ

き

に

全
合
二

致
の

外

観
を

輿
へ

る

為
に

試
み

ら
れ

た

新
し

い

方

式
に
､

更
に

｢

一

人
に

依
る

中
臣

ド

イ

ツ

の

国

王

選

馨
と

多

薮
決
原

理

凄7 ∂



一

橋

論

叢

第
二

十
四

巷

第
四

凍

92

投

票
+

(

e
-

e

邑
○

官
→

呂
日

日
)

と

同

じ
ロ

ー

マ

･

カ

ノ

ン

法

的
意

味
が

輿
へ

ら
れ

る

よ

う

に

な

つ

た
｡

ボ
ニ

フ

ァ

キ

ク

ス

八

世
の

要
求

し

た

審
査

権
に

対

抗

す
る

為
に
■
も
､

叉
ク

レ

メ

ン

ス

五

世
に

儀
の

不

備
を

指
摘
さ

れ

る

こ

と

を

隷
防
す
る

為
に

も
､

選
挙
の

手

旗
と

其

解
樺
は

カ

ノ

ン

法
的
た

る

を

得
策
と
し

た
の

で

は

あ
る

が
､

夫

ぼ

か

り

で

は

た

い
｡

ド

イ

ツ

人
の

圏
髄
意

識
そ

の

も
の

が
､

｢

人
に

投
票

＼

(

註
二
)

を

委
任

す
る

方
式
の

P

-

マ

･

カ

ノ

ン

法
-
的
解

繹
を

受
入
れ

ら

れ

ろ

程
ロ

ー

マ

的
傭

人
主

義
に

近

接
し

て

衆
た

の

で

あ

る
｡

即

ち

此
布

告

一
【(
詰
≡
)

に

は
､

指
名

す
る

の

は

選
拳
侯
一

人
一

人
で

あ

る

が
､

一
投

票
を

た

す
の

は

選
挙
侯
国

夫

自

鯉
で

あ

る

皇
一

己

う

考
が

現

れ
て

い

る
｡

七

宗
拳

侯
は

集
つ

て

統
一

的
な

法

人
を

た

す
､

と

考
へ

ら

れ

る

よ

う

に

た

つ

た

の

で

あ

る
｡

夫
故
に
､

一

人
が

委

任

を

受

け
て

全

鰹
の

為
に

投

票

す
る

の

は
､

仝

合
一

致
の

外

観
を

輿
へ

る

篤
で

ほ

あ

る

が
､

夫

と

同

時
に

法

人
の

統
一

的
意

思

を

具

象

的
可

祓

的
に

表
示

す
る

方

法
と

考

へ

ら

れ

た
｡

然
し
こ

こ

ま
で

ロ

ー

マ

･

カ

′

ン

法

的
思

惟
に

近
づ

け

ば
､

昇

多

数
決

原
理

を

取

入
れ

る

こ

と

も

亦

容

易
と
た

る
｡

(

註
一

)

内

岩
言
ヨ
e

J

O
P
∽

内
亡

見

守
賢
e

ロ

打
｡
-

-

①

粥
〉

∽
.

N

N

¢

声
”

N
e

亡

ヨ
e

†
一

の
亡
e

ご

昌
苗
m

ヨ
ー

告
叩
}

一

号
.

-

山

戸

叩

-

巴
巾
.

(

註
二

)

町

田

安
寿
｢

多

数
決
と

会

食
一

致
+
､

ド

イ
ツ

的

ゲ

ル

マ

ン

的

困

髄
意
識
に

つ

い

て

は

四

五

-
七

京
､

ロ

ー

マ

的

囲

鮭
意
識
に

つ

い

て

は

四
一

-
二

京
､

四

七

-
九

貢

蓼
嵐
｡

(

註
三
)

内

岩
ヨ

2
e

J

P

P

〇
.

∽
.

N

ヒ
.

三
叫

一

三

年
､

ハ

イ

ン

リ

ヒ

七

世
の

急
逝
は

下

イ

ツ

を

又

も

や

混

乱
に

格
入
れ
た
｡

新
王

選
畢
に

つ

い

て

諸
侯
一

致
せ

ず
､

或
者

は

ル

ー

ヴ
ィ

ヒ

四

世
(

㌣

已
w
i

呵

-

く
･

く
○

日

野
p

苫
言
)

を

推
し
､

戎

者
は

フ

ワ

ー

ー

ワ

ヒ

(

句

告
今
打
F

言
β

0
∽
t

e

∃
e
i

臣
)

を

立

て

ん

と

し

た
｡

一

三
一

四

年
十

月

初
め
､

選
馨
の

日

近
づ

く
や

両
候
補
者
は

夫
々

味
方
の

諸
侯
と

軍
を

卒
い

て

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ー
.
に

赴
く
｡

商

流

の

衝
爽
を

恐

れ

た

市

民
は

城

門
を

固

く

閉
ざ

し

て

南

軍

勢
の

入
市
を

軽
ん
だ

の

で
､

双

方
マ

イ

ン

川

を

鋏
ん
で

粕

封

略
す
｡

ノ
ル

ー

ー

ヴ
ィ

人

=

㌣
∴
し

㌢
㌻

＼

.

ナ
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30
ノ

ヒ

偶
に

は

マ

イ

ン

ツ

の

大
司

教
､

ト
リ

エ

ル

の

大

司
教
パ

ル

下

ウ

イ

ン
､

パ

ル

下

ウ

イ

ン

の

甥
べ

ー

メ

王
､

ブ

ラ

ン

デ

ン

ブ

ル

ク

連
理
伯
､

ザ

ク

セ

ン

三
ソ

エ

ソ

ブ

ル

ク

の

ザ

ク

セ

ン

公
の

玉

名
が

参
加
し
､

フ

サ

ー

ー

リ

ヒ

側

に

は

ケ

ル

ン

の

大
司

教
､

フ

ァ

ル

ツ

伯
､

ベ

ー

メ

王

を

倍
額
す
る

ハ

イ

ン

リ

ヒ

(

穿
i

邑
O

F

吉
日

ぎ
昏
臣
p
)

､

ザ

ク

セ

ン

ヴ
ィ

ッ

テ

ル

ベ

ル

ク

の

ザ

ク

セ

ン

公
の

四

名
が

参
加

し

た
｡

双

方

封
時
の

ま

ま
フ

リ

ー

ー

ワ

ヒ

の

陣
営
で

は

十

月

十

九

日

に

急

遽
フ

リ

ー

ー

ワ

ヒ

を

選
宜
し

た

の

で
､

ル

ー

ト

ヴ

ィ

ヒ

側
で

も

要
一

十

日

蕨
か

に

選
馨
を

行
つ

た
｡

フ

フ

ー

ト

ワ

ヒ

の

得
票
四
､

ル

ー

ー

ヴ
ィ

已

の

得
層

芸
で

あ
つ

た

が
､

票
の

中
に

は

疑

問
の

も
の

も

あ
つ

て
､

い

つ

れ

と
も

映
せ

ず
､

折
し

も

教
皇
婁

位
で

教
皇
廉
か

ら

の

仲
裁
も

干

渉
鴻

な

き

ま
ゝ

､

爾
王

は

解
決
を

武
力
に

訴
へ

て
､

相

争
う
こ

と

八

年
の

長
き

に

及

ん

だ
が
､

途
に

二
二

二

二

年
九

月

十

八
日
､

主

ニ

ー

ル

下
ル

フ

(

牢

旨
-

賢
〇

で

フ

ワ

ー

ー

ワ

ヒ

は

ル

ー

ー

ヴ
ィ

ヒ

に

(

註
一

)

/

敗
れ

て

掃
わ

る
｡

戦
勝
後
ル

ー

ー

ゲ
ィ

ヒ

は

教
皇
ヨ

ハ

ン

ネ
ス

二

十

二

世
(

-

O

F
日

記
. S

内
村

コ
･

)

に

更
め
て

王

と

し

て

の

承

認
と

加
冠

と
を

求
め

た

が
､

教
皇
は

三
二

三

年
十

月
八

日
1

昏
簡
を

以
て

｢

ル

ー

ー

ゲ
ィ

ヒ

も
フ

リ

ー

一

三
こ

も

合
法

的
た

王

に

非
ず
､

従
つ

て

凛
め
て

新
王

が

選

ば

れ

る

迄

は

基

位
と
看
傾
さ

る
べ

き

で

あ

る
+

主
の

理

由
で
､

下

イ

ツ

に

封

す
る

統
治

権
を

主

張
し

た
.｡

か

か

る

不

常
の

干

渉
に

封

し
て
､

下

イ

ツ

諸
侯
は
→

先
づ

同

年
十
二

月
十

八
日

に
ニ

ュ

ル

ン

ベ

ル

ク

に

於
て

(

所

謂

崇

邑
2

1

笥
A

宅
2

亡

邑
○

ロ
)
､

整
-

三

二

四
生

二

月

五

日

に

は
フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ー

に

於
て

(

所

謂

句

岩
n
村

冒
t

e
→

A

宅
の
ー
】

邑
｡

ロ
)

､

更
に

同

年
五

月
二

十

二

日

に

は

ザ

ク

セ

ン

ハ

ウ

ゼ

ン

に

於
て

(

所

謂

紆
㌢
岩
ロ
F

賢
払

e
→

A
p

p

e
】

-

旨
㌢
)

抗

議
文
を

教
義
し

て
､

教
皇
と

激
し

く

季
つ

た

が
､

此

教
皇

と
の

論
争
の

問
に

国

●

(

註
二
)

三

選
蓼
に

関
す
る

法
律

観
に

著
し

き

欒
化
が

起
つ

た
｡

之

等
の

抗

議
の

中
で
､

特
に

ザ

ク

セ

ン

ハ

ウ

ゼ
ン

抗
議
に

於
て
､

ル

ー

ー

ヴ
ィ

ヒ

は
､

苗
森
下

イ

ツ

拓

於
て

国
王
確

慧

宗
如

何
様
に

街

中

世
ド

イ
ツ

の

国
王

選

畢
ど

多

数
決
原

望

崖7 7



一

橋

論

叢

夢
二

十
四

巷

欝
四

戟

9 4

わ

れ

て

更
か

を

述
べ

て

居
る

が
､

い

つ

し

か
ロ

ー

マ

･

カ

ノ

ン

法

的
多

数
決

原
理
に

雪
い

て

い

る

の

で

濁

曳
日

く
､

ザ

ク

セ

ン

の

指

票

竺
人
に

分
れ

て

ご
づ

れ

が

有

数
か

未
だ

決

慧
ず
､

ベ

ー

メ

三

を

倍
僻
す
る
ハ

イ

ン

リ

ヒ

の

要
は

無

警
空
か

ら
､

之

等
を

除

4

提
､

結
局
フ

リ

ー

芸
ヒ

の

得
票
特

使
か

竺
票
に

過

ぎ

ず
､

之
に

反
し

て

ル

ー

碁
イ

ヒ

の

は

慧
筈

慧
｡

壷
｢

選
拳
侯
の

多

+

一

致
､

聖
ノ

四

人
か

ら

選
ば
れ

冬
着
+

(

呈

…
-

賢
i

号
¢

e

訂

旨
呂
〉

号
P

p

㌻
昏
)

旨
ど

=

邑
t

)

は

｢

仝

至
致
で

(

註
三
)

選
ば

れ

空

音

告

邑
-

P

巴

邑
邑
と

看

讐
る

べ

き
で

雪
｡

至
(

雷
宗
教
得

雷
と
二

を

合

す

れ

ば

六

票

と

な
る

か

ら
〕

ル

ー

t

ヴ
ィ

ヒ

ほ

｢

た

だ

担
選
挙
侯
の

多

数
か

ら
の

み

な

ら

ず
､

三

分
の

二

か

ら

さ
へ

+

(

星
口

邑

呂
P

邑
○

ユ

胃
t

e

こ
日
日
O

P

ぎ

賢
∽

嘗
ぎ
∽

e
-

e

旨
∈

已
選
ば

れ

て

い

る
｡

従
つ

て

教
皇
が

教

室
選

塵
に

対

し

て

要

哀
し

て

い

る

の

と

同

じ

方
法

(

警
三

分
の

二

多

数
駄
〕

で

選
ば

れ

た

の

で

雪
か

ら
､

ル

ー

碁
イ

ヒ

の

墓
の

み
が

有

警
鎚

鵡
､

と
｡

即
ち

墓
侯
の

多

数
に

ょ

る

選

警
､

選

螢
侯
の

全

部
に

よ

つ

て

李
曾

壷
で

行
わ

れ

た

遊

撃
と

同
一

の

法

律
致

果
を

認
め

ん

と

す
る

も
の

で

雪
｡

之
に

依
つ

て
､

妄
で

ほ
ゲ

ル

マ

品
法

律
感
情
を

満

普
せ

乍
ら
､

他
方
で

は
ロ

ー

マ

･

カ

ノ

ン

法

的
多

数
決

原
理

を

取
り

入
れ

よ

う
と

し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

こ

ま
で

衆

れ

ぼ

後
-

歩
で
､

董
ほ

必

ず
し

阜
全

竺
致
た

る

こ

と

を

要
せ

ず
､

多

数
決
で

も

可

督
､

と

言
う

と
と

ろ

ま
で

到
達
す
る
｡

そ

し

て

夫
は

間
も

た

く
レ

ン

ゼ

の

選
拳
侯
禽
合
(

田
一

ヨ
e

邑
日

吉
口

声

昌

芭
に

放
て

達
成
さ

れ

た
｡

{

註

こ

C

昌
g
d

粥

e

宕
已
e

邑

⊆
∽

ぎ
ご

召
-
･

≦
-
･

ワ

E

†
P

(

註
二

〕

W
-

･け
t

邑
土
岩
-

P

P

〇
.

∽
.

N
(

戸

(

警
〇

N
2

亡

冒
∵

若
戸
亡
･

言
…
一
一

1
〉

∽
･

N

早
N
2

毒
①

芸
邑
昌

碧
-

邑
亡
口

内
一

軍
】

声
叩

-

声

(

註
四
)

宅

邑
邑
-

打

C

盲
P

C
･

抗
･

旨
N

芯
e

亡

ヒ

岩
-

一-

警
¢

=

2

賢
呂
こ

亡

串

声
㌢

-

声

㌻

㌧

事

較

二

. 山
ト

..



亡
J9

一

三

三

八

年
七

月
十

六

日

に

レ

ン

ゼ

(

碧
ロ
∽

e

)

で

行
わ

れ

た

選
拳
侯
の

合
合
は

｢

選
馨
侯
の

全

部
､

若
し

く
は

夫

等
の

諸
侯
の

多

数

か

ら

王

に

選
ぼ

れ

た

る

者
+

(

巴
i

q

已
∽

p

音
邑
見

ぎ
∽

①
】

e

n

{

呂.
ぎ
∽

ぎ
p
①

ユ
ー

邑
P

∋
已
｡
一

心

葛
→

訂

ロ
ロ

m
望
一

｡

｡

｡

言
已
望
｡

旦
一

己
p

亡

弓
･

セ
○

局
叩

e

誉
ヨ

呂
0

2
ヨ

2

∽

t

e
-

2

0

冨
)

は

｢

た

と
へ

意

見
の

不
一

致
が

あ
つ

た

場
合
で

も
+

(

2

t

㌻
一

日

ぎ

巴
s

B

邑
p
)

へ

即
ち

反

射
の

少

数
意

見
が

あ

つ

て

も
､

多

数
に

ょ

つ

て

選
ぼ

れ

た

た

ら

掛

｢

ロ

ー

マ

教
皇
に

ょ

る

適
格
性

や

選
挙
手

鏡
の

琴
査
､

承

認
等

を

必

要
と

せ

ず
+

(

･
宕
β

ど

乙
i

g

号
･

名
句

邑
註
○

臼
e
)

苫
ゴ

ぎ
邑
i

O

ロ
①
一

宏
S

e

ロ

岩

諾
-

呂
C
-

○

ユ

琵
①

S

e

賢

名
○
∽

七

っ
-

誉
)

と

宣
言

し

て
､

教
皇
の

干

渉
を

完
全

に

排
撃

し
､

国
王

の

支

配
権
は

終

局
的
に

ぽ

教
皇
に

依
つ

て

輿
へ

ら

れ

る

も
の

で

あ

る
▲
と

言

う

思

想
を

完

全

(

詰
一

)

に

否

定
し

た

が
､

更
に

嘩
宣

言
を

国
法
化

し

た

同

年
八

年
六

日

の

ル

ー

ー

ヴ
ィ

亡

の

｢

国
王

選
拳
法
+

人
｢
i

邑

ぎ
i

s

)

は

更

竺
段

と

積
極

的
に

規
定
し
て

｢

選
挙
侯
か

ら

重

合
一

致
で
､

若
し

く
は

彼
等
の

多

数
か

ら
+

(

旨
e
-

邑
｡
→

芦
宗

i

ヨ
p

邑
小

箋
-

｡

ヨ

堅
実

互
ぃ
←

肖
5

誉
言
邑
e

e
0

2
日
P

望
n
)

｢

皇
帝
乃
至

国
王

に
+

(
-

-

=
-

烏
2
ゴ
{

0
1

2

月

賢
2

ぎ

蒜

笥
m
)

選
ば

れ

た

る

者
は
､

専
ら

｢

選
挙
の
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